
主な内容主な内容
冬を迎える前に‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

総合防災訓練を行います‥‥‥‥‥‥

協力隊通信‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

えこまち通信‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

議会だより‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

町税などの納期限／夜間納税窓口開設‥

「消火します！消火します！」
９月23日に行われた「第４回かわゆしょうぼう開放日」での１
コマ。防火衣を身につけ、的に向かって一生懸命放水しまし
た。この日は放水体験以外にも、はしご車への搭乗体験や救
急車両の見学、抽選会なども行われ、たくさんの町民が参加
し、楽しみながら防火意識を高めました。

祝　阿寒摩周国立公園　誕生

325

199

　摩周ブルーを見せてくれる昼間の摩周の展望台では、どうしても雄大

な湖の景色に意識が向いてしまうため、実はとても広い空を見ているこ

とに気づける人は極わずかです。

　　夜に展望台を訪れると、昼間とは全く違う印象を私たちに与えてくれ

ます。それは、満天の星が頭上にちりばめられているため、私たちの目は

摩周上空の広い夜空に釘付けになるからです。また、湖岸には人工の明

かりが一切なく、真っ暗闇が目の前に広がるため、無風で湖面の波が一

切無い時には、摩周湖に星が映ることもあります。市街地からたった３０

分移動するだけで見られる夜空の中では、最も条件がいい場所の１か所

ではないでしょうか。

　　弟子屈で見られる夜空は、都市の近くでは見ることのできない財産で

す。11月になると明るい冬の星たちが顔を出し始め、空気も澄み始める

ため、吸い込まれてしまいそうな星空が広がる夜もあります。

　　気温がマイナスになることもあるので、防寒着や温かい飲み物を準備

して、月の無い天気が良さそうな日には、摩周湖へ夜空を見に出かけてみ

るのもいいのではないでしょうか。

てしかが郷土研究会（片瀬）

摩周湖の星空  

星
空
の
摩
周
湖（
11
月
）摩
周
湖
第
１
展
望
台
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冬を
迎える
前に…

　今年も冬将軍が近づいて来ています。冬場に長期間留守にした
り、外気温が氷点下になったりすると、水道が凍結しやすくなり
ます。屋外や北側で日が当たらない場所、風当たりが強いところ、
むき出しになっている水道管などは、特に凍結に注意が必要とな
ります。
　例年、漏水や凍結が発生するとお問い合わせがありますが、町
が敷設した水道管（本管）から各家庭や事業所までの間（給水装置）
で漏水や修繕が発生した場合は、各戸の負担になります。

水道本管以外の修理は各戸負担となります

　ごく簡単な修理（例・パッキンの取り換え）など、
給水装置の末端に設置されている部品の取り換
え以外の水道の給水工事については「水道法」の
規定により町長が指定した「指定給水装置工事事
業者」以外はできないこととなっています。
　町で指定している給水工事が実施できる事業
者は右の表のとおりですので、ご確認ください。
　町では、水道料金算定のための検針時に、前月
と比較して概ね２倍以上の使用水量があった場
合、漏水調査に伺っています。調査により漏水の
発生があった場合は、１カ月以内に漏水の修理
を行っていただきます。
　本管から給水装置（蛇口まで）の間で、破損など
による漏水が発生した場合、１カ月以内に修理
を行わないときは、漏水による水道料金も含め
てお支払いをしていただくことになります。
　なお、修理期限についてですが、冬期間に家の
外で漏水が発生し、地面の凍結などで工事がで
きない場合は、水道課から修理をしていただく
期限をお知らせしますので、期限内に修理を行
ってください。
　また、各家庭などにおいて漏水を発見し、修理
を水道事業者に依頼された場合には、役場水道
課にも必ず、ご連絡をお願いします。

水道工事は町指定の「指定給水装置工事事業者」で行ってください

問い合わせ先／役場水道課☎４８２‐２９４２（課直通）問い合わせ先／役場総務課防災情報係☎４８２‐２９１２（課直通）

　10月号でもお知らせしましたが、町では、11月14日㈫ 10時から13時に「硫黄山レストハウス、川湯駅前交流セン
ターおよび川湯農村センター」で、アトサヌプリ（硫黄山）が水蒸気噴火したことを想定した総合防災訓練を行います。
　訓練日の９時頃、消防のスピーカーで訓練を予告します。訓練開始時の10時過ぎには消防のスピーカーを通じてＪ
アラートが鳴動するとともに、緊急速報メールの受信設定をされている携帯電話をお持ちの方には、大きな音ととも
に火山噴火に関する緊急速報メールが着信します。
　なお、訓練は当日参加も可能ですので、事前に申し込んでいない方もぜひご参加ください。
●訓練内容および訓練会場の概要は、以下のとおりです。

防災ワンポイントコーナー

日時／11月14日㈫　10時～13時
場所／硫黄山レストハウス・川湯駅前交流センター・川湯農村センター

● 硫黄山レストハウス周辺、川湯駅前周辺および川湯温泉街では、警察・消防・自衛隊などの車両が往来しますので、
ご注意ください。

時間 訓練の概要

９時～ 消防のスピーカーによる訓練の事前予告

10 時～ 10 時 40 分
噴火発表、硫黄山レストハウス観光客の避難（自衛隊車両による輸送）、Ｊアラー
ト・緊急速報メール、川湯駅前住民への避難指示（川湯駅前交流センターに一時集合）
～自衛隊車両による避難者輸送

10 時 20 分～ 10 時 40 分 川湯市街地住民の自主避難（川湯農村センターへ徒歩または自家用車で避難）

10 時 50 分～ 12 時 40 分 避難所での受付～防災研修（ＮＴＴおよびＮＴＴドコモによる災害時伝言サービス
に関する講習）、自衛隊炊出し食の試食

12 時 40 分～ 解散～避難者の輸送（川湯駅前住民を自衛隊車両で元の場所へ送ります）

㈱ナカセツ 中標津町桜ヶ丘３‐17 01539442

弟子屈町指定給水装置工事事業者

【町内事業者】
㈲鎌田水道工務店

太平洋設備㈱

第一水道工業㈱

協和建設工業㈱
㈱竹崎工業

㈱協和建設

㈱ホームクリニックオオサキ

㈱共立

【町外事業者】

大倉工業㈱

㈲細谷設備

㈲釧路設備工業

綜合設備㈱

高栄３‐１‐６

釧路市春採５‐16‐17

釧路市入江町８‐５

別海町別海旭町131

別海町西春別駅前錦町200

高栄１‐２‐２

釧路市若松町16‐16

釧路市入江町７‐27

釧路市愛国西１‐10‐８

中標津町計根別本通東５‐20‐１

釧路市光陽町６‐６

釧路市松浦町11‐３

指定店名 住　　　所 電話番号

01540039

482‐2369

01532144
01532240

01543414

01543474

482‐2140

01543116

01543178

01532626

01545176
01540808

㈲服部水道工務店 摩周１‐２‐１ 482‐1066
鋼管建設工業㈱ 美里４‐１‐20 482‐4217
㈱近藤建設 鈴蘭２‐１‐11 482‐1060
㈱大栄電業 泉４‐10‐３ 482‐2677
明盛建設㈱ 桜丘３‐１‐６ 482‐1477

東陽設備㈲ 大空町東藻琴392‐14 01522753

後藤工務店㈲ 釧路町若葉５‐26 01542325
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「
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と
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で
地
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の
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地
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か
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品

を
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ま
し

た
。ふ
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は
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通
し
て

弟
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し
て
も
ら
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域

の
特
産
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な
ど
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税
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れ
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全
国
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ま
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て
い
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す
。ま
た
通
常
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寄
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と
は
異
な
り
、
市
町
村
が
返
礼
品

協力隊通信
炭田晃希さん

地域おこし協力隊facebook（フェイスブック）
https://www.facebook.com/teshikagachiikiokoshi/

日々の活動
発信中！

を
上
手
に
活
用
す
る
こ
と
で
、
今
ま
で
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に
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に
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が
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ま
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に
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外
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す
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だ
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い
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み
な
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ん
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に
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き
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形
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弟
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と
し
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も
ら
え
る
環
境
を
整
え
て
い
き
ま
す
。

私
も
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
す
！
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ニ
ュ
ー
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れ
た
ふ
る
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納
税
の
返
礼
品

　町で実施している「空き家バンク制度」「人財バンク制度」を紹介し
ています。
　10月20日現在「空き家バンク」で募集している空き家物件は12件（売
買12件）。今月は「登録番号31物件」を紹介します。
　「人財バンク」に登録されているのは、個人登録８人、団体登録８
団体。今月は、個人登録番号１　炭田晃希さんを紹介します。
　それぞれの詳しい内容は、町公式ウェブサイトに掲載されてい
ます。ご覧いただき、ぜひ、ご活用ください。

▼空き家バンクホームページ

　http://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/20akiya/bukken.html

▼人財バンクホームページ

　http://www.town.teshikaga.hokkaido.jp/35jinzai/index.html

問い合わせ先／役場まちづくり政策課政策調整係☎４８２‐２９１３（課直通）

空き家バンク 人財バンク

空き家バンク
登録番号 31▼場所／字奥春別原野45線西99番地18

▼  建物／木造２階建て

　　　　３ＬＫ

▼建築年／1983年

　　　　　（昭和58年）

▼価格／280万円

人財バンク
個人登録番号１

▼氏名／炭田 晃希（すみた こうき）さん

▼  分野／まちづくり活動・イベントのお手伝い・家

庭教師

▼  ＰＲ／和歌山大学

観光学部を卒業後、

製造業で働いてい

ましたが、2015年

６月、弟子屈町地域

おこし協力隊として引っ越してきました。お気

軽に、ご連絡ください。

町有施設のアスベスト含有調査を実施
　平成26年６月に石綿障害予防規則が改正され、主にスレートなどの成形されたものに一部含まれて、飛散性などの
危険度ではレベル２に分類される「石綿含有保温材」への対策が、あらたに必要となりました。そのため、アスベスト
の含有が疑われる町有施設の調査を行い、結果がまとまりましたのでお知らせします。

調査対象および調査結果

　平成19年以前に建てられた町有施設のうち、煙突が設置されている施設について専門機関による調査を行った結
果、以下の５施設の煙突断熱材にアスベストの含有が確認されました。

施設名 建設年度 調査結果

林業多目的センター 昭和 60 年 劣化・損傷有

林業多目的センター（センターハウス） 昭和 58 年 要観察（アスベスト濃度測定要す）

川湯保育園 昭和 53 年 要観察（アスベスト濃度測定要す）

役場川湯支所 平成２年 要観察（アスベスト濃度測定要す）

緑団地 平成３年 通常

今後の対応について

　煙突を使用していない林業多目的センターとセンターハウスについては、すでに封じ込めによる囲い込みを完了
しています。
　煙突を使用している川湯保育園、役場川湯支所については、周辺の大気中にアスベストが飛散していないか調査し
た結果、周辺への飛散がなく、人体への影響がないことが確認されました。両施設は今後も環境省の定めるアスベス
トモニタリングマニュアルに基づき定期的に調査を行います。
　また、これらの施設は人体への影響はないとの結果ではありますが、アスベスト除去などについて、できる限り早
急に対応するよう計画的に実施することとします。
　なお、緑団地15号棟については、現在、状態が非常に安定し、飛散などの心配はありませんが、今後も定期的に状態
を確認するとともに、大規模改修の際にあわせて除去を行う予定としています。

問い合わせ先／役場環境生活課環境係☎４８２‐２９３４（課直通）

「てしかが知って得する便利帳」製作協定を締結

　町と（株）サイネックス（村田吉優代表取締役社
長）との間で「てしかが町知って得する便利帳の共
同発行に関する協定」の調印式が９月29日、役場
庁舎で行われました。
　この協定は、毎年発行している「てしかが町
知って得する便利帳」を官民共同事業により新た
に発行するもので、便利帳には民間の広告が掲載
され、その広告料で制作されるものです。町が行
政情報や防災情報などを提供して、（株）サイネッ
クスが内容を企画し製作します。このような官民
協働の取り組みは町でははじめてとなります。製
作された便利帳は、平成30年３月末に広報てしか
が４月号といっしょに町内全戸に配布されます。

問い合わせ先／役場まちづくり政策課広報統計係☎４８２‐２９１３（課直通）

協定書を手にする遠藤本部長（右）と德永町長

弟
子
屈
産
の
と
う
き
び
最
高
で
す
！
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えこまち通信

「心を育てるおうちごはん」佐々木十美さん講習会を開催
食・文化部会

　てしかがえこまち推進協議会食・文化部会(木名瀬佐奈枝部会長)では、置戸町の「食のアドバイザー」佐々木十美さ
んによる「ルーから手作りカレー講習会」を開催します。
　佐々木十美さんは、置戸町で管理栄養士として、長年子どもたちのために給食を作り続けてきました。調味料や食
材に心配りがされたその給食は「日本一」と評され、NHK「プロフェッショナル～仕事の流儀」でも特集されました。
　昨年は、「生きることは食べること」と題して、食への想いやこだわりなどをお聞きする講演会を実施しましたが、
今年は、講演会参加者からも希望の多かった「ルーから手作りカレー講習会」を「心を育てるおうちごはん」と題し、開
催することになりました。直接教えてもらいながら料理ができる機会は滅多にありません。ぜひ、一緒に楽しみなが
ら、心と身体を育む「おいしい」食事作りについて学びましょう。

▼日時／11月23日（木・祝）　９時～14時

▼場所／川湯ふるさと館

▼講師／佐々木十美さん（置戸町　食のアドバイザー）

▼定員／20人（先着順、11月15日㈬までにお申し込み下さい）

▼参加費／1,000円（カレーランチ、お持ち帰りカレールー付）

問い合わせ先
てしかがえこまち推進協議会事務局（役場観光商工課観光振興係）☎４８２‐２９４０（課直通）

観光塾にぜひお越しください！
　先月の広報でもお知らせしましたが、てしかがえこまち推進協議会(德永哲雄会長)では、観光を基軸としたまちづ
くりで活躍する人材の育成を目的に「てしかが観光塾」を開催します。詳細につきましては、既に新聞折り込みさせて
いただいたパンフレットに記載されています。また、町民の方は、興味がある講座だけを無料で聴講することができま
す。申込不要ですので、皆さんぜひお越しください。

▼日時／11月10日㈮ 13時開講　11月12日㈰ 12時30分閉講　　 ▼会場／川湯ふるさと館
❑申し込み・問い合わせ／てしかがえこまち推進協議会事務局（役場観光商工課観光振興係）☎４８２－２９４０

てしかがスタイルのエコツーリズム推進全体構想

　

前
回
９
月
号
の
広
報
で
は
、「
弟
子

屈
ら
し
さ
を
後
世
に
も
残
す
た
め
に
」

と
題
し
、
全
体
構
想
運
用
の
柱
と
な
っ

て
い
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。今
回
は
、
環
境
教

育
や
人
材
育
成
を
進
め
る「
教
育
チ
ー

ム
」の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す（
掲
載
は

隔
月
で
、
全
６
回
を
予
定
し
て
い
ま

す
）。

　

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、「
地
域
な

ら
で
は
の
特
色
」を
地
域
振
興
や
環
境

保
全
に
生
か
し
て
い
く
観
光
の
あ
り

方
の
こ
と
。地
域
ら
し
さ
を
見
つ
け

る
・
感
じ
る
・
伝
え
る
・
残
す
と
い
う
す

べ
て
の
プ
ロ
セ
ス
に
お
い
て
「
地
域
で

暮
ら
す
人
」が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
ま

す
。

　

運
営
委
員
会
の
教
育
チ
ー
ム
は
、
環

境
教
育
や
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
ひ
と
つ
が
高
校
生
に
よ

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
で
す
。

　

９
月
30
日
、
弟
子
屈
高
校
の
生
徒
た

ち
が
、
摩
周
湖
第
１
展
望
台
で
国
内
外

の
観
光
客
に
観
光
ガ
イ
ド
を
行
う
取

り
組
み
を
実
施
し
ま
し
た
。ガ
イ
ド
活

動
を
通
し
て
「
こ
の
街
を
訪
れ
た
方
々

が
弟
子
屈
を
ど
う
見
て
い
る
の
か
」
を

生
徒
た
ち
に
肌
で
感
じ
て
も
ら
う
こ

と
が
そ
の
目
的
で
す
。生
徒
た
ち
に
と

っ
て
は
、
授
業
で
学
ん
だ
英
語
を
使
っ

て
海
外
か
ら
の
お
客
様
に
話
し
か
け

る
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
機
会
で
も

あ
り
ま
す
。参
加
し
た
10
人
の
生
徒
た

ち
は
、
訪
れ
る
観
光
客
に
積
極
的
に
話

し
か
け
、
自
分
た
ち
の
言
葉
で
弟
子
屈

の
良
さ
を
伝
え
て
い
ま
し
た
。苦
労
し

な
が
ら
も
、
英
語
で
地
域
を
案
内
で
き

た
喜
び
は
と
て
も
大
き
か
っ
た
よ
う

で
す
。

　

地
域
の
よ
さ
を
伝
え
る
た
め
に
、
今

後
も
こ
う
し
た
活
動
を
き
っ
か
け
に
、

よ
り
弟
子
屈
の
こ
と
を
知
る
意
欲
を

高
め
て
も
ら
え
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
文
：
て
し
か
が
え
こ
ま
ち
推
進
協
議

会
・
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
部
会
・
て
し

か
が
ス
タ
イ
ル
の
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
推

進
全
体
構
想
運
営
委
員
会
・
広
報
チ
ー

ム
）

てしかが野外活動スキルアップ講習会シリーズ第３回

「アウトドアガイドのリスクマネジメント」－てしかがえこまち推進協議会・エコツーリズム推進部会－

　てしかがえこまち推進協議会ではエコツーリズム推進部会を中心に、昨年環境省より認定を受けた「てしかがス
タイルのエコツーリズム推進全体構想」に基づき、「地域ならではの特色」を生かしたエコツアーの開発や、環境保
全と地域振興の仕組みづくりに取り組んでいます。
　その一環として、アウトドアガイド向けの講習会をシリーズで実施していますが、今回はその第３回目のご案内です。

▼日　時／11月30日㈭　10時～15時(昼食は各自でお願いします)

▼場　所／川湯ふるさと館

▼講　師／雑誌「カヌーライフ」元編集長　　藤原　尚雄 氏

▼テーマ／アウトドアガイドのリスクマネジメント

▼対象・定員／町内外のアウトドアガイド　先着20人

▼受講料／町在住の方は無料　町外在住の方は1,000円

▼申し込み締め切り／11月24日㈮までに事務局まで電話でお申し込みください。
❑申し込み・問い合わせ／てしかがえこまち推進協議会事務局（役場観光商工課観光振興係）☎４８２－２９４０

　弟子屈町商工会では、5,000円で1,000円お得な6,000円分の商品券「おとくDEしょう

品券」（500円券×12枚つづり）を販売します。多くの皆さんのご利用をお待ちしています。

　今年も「お楽しみ抽選会」を行います。利用済みのおとくDEしょう品券綴り表紙に「住

所」「氏名」「電話番号」をご記入の上、参加店か商工会にご持参ください。

▼販売日時・場所

弟子屈地区（弟子屈町商工会事務所）　11月12日㈰　９時～16時／11月13日㈪～　９時～19時

川湯地区（弟子屈消防署川湯支署）　　11月12日㈰　10時～15時／11月13日㈪～　10時～15時

※完売した時点で販売終了となります。

▼使用期間／11月12日㈰～平成30年２月28日㈬

▼使用できるお店など／しょう品券取扱店（しょう品券と一緒に取扱店一覧表をお渡しします）

▼販売方法

先着順で、１人20,000円分（４組）までとさせていただきます。

購入時にお名前を記入していただきます。

販売窓口にいらした方にのみ販売します。（どなたかに頼まれたなどの分は販売しません）

　ただし、次に該当する方のみ、代理購入ができます。（証明できる手帳などをお持ちください）

　　※要介護状態区分が要介護３、要介護４、要介護５の方。

　　※障がいの等級が１級、２級の方。（心臓・腎臓のみに障がいがある方を除きます）

　　※療育手帳で障がいの程度が「Ａ」判定の方。

　　※精神障害者保健福祉手帳で障がい等級が１級の方。

▼  使用方法／しょう品券を使ってお買い物をする際は、商品券を綴りから切り離さず１冊のままお持ちになり、

その場で切り取ってご使用ください。

70歳以上の方に先行販売を行います（先着順）

▼先行販売日時・場所／11月10日㈮　９時～17時・弟子屈町商工会事務所

▼購入方法／ご本人が、運転免許証または保険証をお持ちの上、商工会にいらしてください。

※代理購入ができる方は上記のとおりです。証明できる手帳などをお持ちください。

▼使用期間／11月12日㈰～平成30年２月28日㈬

問い合わせ先／弟子屈町商工会☎４８２‐２２５９

11/12
販売開始！

えこまち通信



9　広報てしかが 2017.11 広報てしかが 2017.11　8

介護保険特別会計

　９月７日招集の第３回定例会は、８日までの２日間の会期で行われた。町からの提出議
案として、規約の変更ほか単行議案４件、平成29年度各会計補正予算３件、人事案件１
件、報告２件を審議し、それぞれ承認、可決した。
　また、議会から提出された意見書案２件を可決し、平成28年度各会計決算認定７件を決
算審査特別委員会に付託し、閉会中の継続審査とした。
　一般質問については、３人から８問が行われ、町への提案を含む活発な議論が行われた。

審
議
の
あ
ら
ま
し

規

約

の

変

更

規

約

の

変

更

◎ 

北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償

等
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
53
号
）

◎ 

北
海
道
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て　
　
　
（
議
案
第
54
号
）

◎ 

北
海
道
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て　
（
議
案
第
55
号
）

　

北
海
道
町
村
議
会
議
員
公
務
災
害
補
償

等
組
合
ほ
か
２
組
合
に
加
入
し
て
い
た

「
西
胆
振
消
防
組
合
」に
共
同
処
理
す
る
事

務
を
新
た
に
追
加
し
た
こ
と
に
伴
い
、「
西

胆
振
行
政
事
務
組
合
」
へ
名
称
が
変
更
さ

れ
、さ
ら
に「
江
差
町
ほ
か
２
町
学
校
給
食

組
合
」の
構
成
町
村
の
内
、厚
沢
部
町
の
脱

退
に
伴
い「
江
差
町
・
上
ノ
国
町
学
校
給
食

組
合
」へ
名
称
が
変
更
さ
れ
、規
約
の
変
更

が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る

条条  

例例  

一一  

部部  

改改  

正正

◎
弟
子
屈
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
56
号
）

　

介
護
保
険
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に

よ
り
町
条
例
の
改
正
を
行
っ
た
も
の
。

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
・
介
護
保
険
特

別
会
計
の
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
、即
時
、

予
算
特
別
委
員
会
へ
付
託
。委
員
会
で
の

審
査
の
結
果
、
原
案
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
定
さ
れ
、本
会
議
に
報
告
の
後
、可
決
さ

れ
た
。ま
た
、屈
斜
路
泉
源
送
湯
ポ
ン
プ
取

替
工
事
及
び
大
家
畜
特
別
支
援
資
金
利
子

補
給
に
係
る
議
案
第
60
号
、
平
成
29
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
が
追
加
提
案
さ
れ
本

会
議
で
の
審
査
の
結
果
、
原
案
可
決
さ
れ

た
。

※
補
正
予
算
の
額
は
11
ペ
ー
ジ
の
表
の
と

お
り
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
58
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
２
億
３
千

５
９
６
万
１
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を

７
５
億
５
千
１
９
２
万
９
千
円
と
し
た
。

　

主
な
も
の
で
は
、
企
業
誘
致
事
業
の
地

熱
発
電
関
連
事
業
２
億
４
千
１
７
４
万

５
千
円
、
釧
網
線
存
続
対
策
事
業
７
８
万

６
千
円
、
社
会
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ス

ト
ー
ブ
更
新
費
９
５
万
円
、
阿
寒
摩
周
国

立
公
園
名
称
変
更
事
業
追
加
分
１
４
３
万

円
な
ど
を
計
上
。

報　

告　

事　

項

報　

告　

事　

項

◎ 

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
に
係
る
健
全
化
判
断
比
率
の

報
告
に
つ
い
て　
　
　
（
報
告
第
４
号
）

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
健
全
化
判
断
比

率
の
指
標
に
つ
い
て
、
監
査
委
員
の
意
見

を
付
し
て
議
会
に
報
告
す
る
も
の
。

　

平
成
28
年
度
の
状
況
は
、「
実
質
公
債
費

比
率
」が
13
・
４
％
、「
将
来
負
担
比
率
」が

１
３
６
・
５
％
で
、「
実
質
赤
字
比
率
」と「
連

結
実
質
赤
字
比
率
」は
、
赤
字
で
は
な
か
っ

た
た
め
数
値
な
し
と
な
り
、４
指
標
全
て
で

国
が
定
め
る
早
期
健
全
化
基
準
を
ク
リ
ア

し
て
い
る

◎ 

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
に
係
る
資
金
不
足
比
率
の
報

告
に
つ
い
て　
　
　
　
（
報
告
第
５
号
）

　

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関

す
る
法
律
の
規
定
に
よ
る
資
金
不
足
比
率

に
つ
い
て
、
監
査
委
員
の
意
見
を
付
し
て

報
告
す
る
も
の
。

　

資
金
不
足
比
率
は
、
流
動
負
債（
歳
出
）

か
ら
流
動
資
産（
歳
入
）を
引
い
て
、
事
業

規
模
で
割
っ
た
も
の
。水
道
会
計
は
マ
イ

ナ
ス
85
・
６
％
、下
水
道
会
計
は
マ
イ
ナ
ス

０
・
３
％
で
い
ず
れ
も
経
営
健
全
化
基
準

の
20
％
を
下
回
っ
て
お
り
、
資
金
不
足
を

生
じ
て
い
な
い
結
果
と
な
っ
た
。

　　　　　　区　分

  会　計　名
補正前 補正額 補正後

一般会計 73億1,596万8,000円 ２億3,763万7,000円 75億5,360万5,000円

８億9,732万3,000円 3,789万円 ９億3,521万3,000円

合　計 82億1,329万1,000円 ２億7,552万7,000円 84億8,881万8,000円

平成29年度弟子屈町各会計補正予算

人　

事　

案　

件

人　

事　

案　

件

◎ 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て　
　
　
　
（
議
案
第
57
号
）

　

９
月
30
日
で
任
期
満
了
と
な
る
固
定
資

産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
に
渡
辺
隆
幸
氏

を
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
。任
期
は
３
年
。

◆わたしたちの町議会てしかが

●発行／北海道弟子屈町議会
●編集／弟子屈町議会広報編集特別委員会
　　委 員 長　三上 務
　　副委員長　武山 秀樹
　　委　　員　德永 則行　岩﨑 義人
　　　☎４８２‐２６９５
　　　メール gikai@town.teshikaga.hokkaido.jp

補　

正　

予　

算

補　

正　

予　

算

◎ 

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
59
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
３
千

７
８
９
万
円
を
追
加
し
、総
額
を
９
億
３
千

５
２
１
万
３
千
円
と
し
た
。

　

平
成
28
年
度
の
介
護
保
険
給
付
費
等
の

確
定
に
伴
う
精
算
返
還
金
や
積
立
金
等
を

計
上
。

◎
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
議
案
第
60
号
）

　

歳
入
歳
出
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
１
６
７
万

６
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
７
５
億
５
千

３
６
０
万
５
千
円
と
し
た
。

　

内
容
は
、債
務
負
担
行
為
の
設
定
と
屈
斜

路
泉
源
送
湯
ポ
ン
プ
復
旧
費
１
６
５
万
円

な
ど
を
計
上
。

■
平
成
29
年
度
北
海
道

町
村
議
員
研
修
会

　

北
海
道
町
村
議
会
議

員
研
修
会
が
７
月
４

日
、
札
幌
市
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
に
は
、
道
内

の
町
村
議
会
議
員
・
議

会
事
務
局
職
員
合
わ
せ
て
１
８
０
０
人

が
参
加
。当
町
か
ら
も
13
人
が
参
加
し
ま

し
た
。本
研
修
会
に
あ
わ
せ
３
日
に
は

「
明
治
十
勝
工
場
」を
視
察
。４
日
の
午
前

中
に
は「
北
海
道
議
会
」を
視
察
し
、予
算

特
別
委
員
会
を
傍
聴
し
ま
し
た
。

■
平
成
29
年
度
議
会
広
報
研
修
会

　

議
会
広
報
研
修
会
が
８
月
22
日
、ホ
テ

ル
ポ
ー
ル
ス
タ
ー
札
幌
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

研
修
会
に
は
、１
０
８
の
町
村
か
ら
町

村
議
会
議
員
・
議
会
事
務
局
職
員
合
わ
せ

て
５
４
０
人
が
参
加
。当
町
か
ら
も
、
広

報
委
員
４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。研
修
会

で
は
、広
報
ア
ナ
リ
ス
ト
の
吉
村
潔
氏
に

よ
る「
議
会
が
も
っ
と
身
近
に
な
る
広
報

紙
づ
く
り
へ
」と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。ま
た
、
10
町
村
が
発
行
し
た
議

会
広
報
の
内
容
に
つ
い
て
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
も
行
わ
れ
、今
後
の
議
会
広
報
発
行
に

活
か
せ
る
有
意
義
な
研
修
会
と
な
り
ま

し
た
。 各研修会に

参加
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平
成
29
年
度

各
会
計
補
正
予
算
総
括
質
疑阿

寒
摩
周
国
立
公
園
名
称
変
更
に

伴
う
観
光
Ｐ
Ｒ
を
ど
う
行
っ
て
い

く
の
か
。滞

在
型
メ
ニ
ュ
ー
の
考
案
や
国
外

向
け
Ｐ
Ｒ
も
官
民
で
強
力
に
推
し

進
め
た
い
。ま
た
、民
間
主
導
の
観
光
事
業

へ
の
支
援
の
継
続
と
町
を
あ
げ
て
の
観
光

振
興
方
策
を
検
討
し
て
い
く
。

問介
護
予
防
事
業
に
つ
い
て

答

「
阿
寒
摩
周
国
立
公
園
」に
名
称
変

更
に
な
っ
た
の
に
摩
周
湖
展
望
台

の
名
称
看
板
の
表
記
が
「
阿
寒
国
立
公
園

摩
周
湖
」と
な
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。早
急
に

「
阿
寒
摩
周
国
立
公
園
」に
変
更
す
べ
き
だ

が
。

管
理
者
が
北
海
道
な
の
で
弟
子
屈

町
と
し
て
看
板
の
名
称
変
更
を
強

く
要
請
し
て
い
る
が
少
し
時
間
を
要
す

る
。 問答

阿
寒
摩
周
国
立
公
園
の
名
称

変
更
に
つ
い
て

摩
周
湖
の
看
板
表
記
に
つ
い

て

ゴ
ミ
出
し
の
分
別
が
な
さ
れ
て
い

な
い
所
が
あ
る
が
対
策
は
取
っ
て

い
る
の
か
。

ア
パ
ー
ト
な
ど
入
居
者
に
は
役
場

窓
口
で
手
続
き
時「
た
つ
じ
ん
君
」

を
配
布
し
て
ゴ
ミ
出
し
の
分
別
に
協
力
し

て
も
ら
う
様
に
指
導
し
て
い
る
。更
に
、守

問答 ご
み
の
分
別
の
徹
底
に
つ
い

て

公
園
の
利
用
に
つ
い
て

湯
の
島
公
園
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー

ル
が
設
置
さ
れ
て
い
て
少
年
た
ち

が
利
用
し
て
い
る
と
考
え
る
が
、
コ
ー
ト

の
周
り
に
飲
料
水
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
ゴ

ミ
が
散
乱
し
て
い
る
。な
ん
ら
か
の
指
導

は
出
来
な
い
の
か
。

児
童
生
徒
た
ち
に
は
学
校
管
理
職

に
伝
え
て
指
導
を
し
て
も
ら
う
。

問答

◆わたしたちの町議会てしかが

意　

見　

書

意　

見　

書

◎ 

林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
に
向

け
た
施
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意

見
書
に
つ
い
て（
意
見
書
案
第
１
号
）

　
【
趣
旨
】

　

北
海
道
の
森
林
は
全
国
の
森
林
面
積
の

約
４
分
の
１
を
占
め
、国
土
保
全
、地
球
温

暖
化
防
止
、
林
産
物
の
供
給
等
の
多
面
的

機
能
の
発
揮
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ
る
た
め
に

は
、「
植
え
て
育
て
て
、伐
っ
て
使
っ
て
、ま

た
植
え
る
」
と
い
っ
た
森
林
資
源
の
循
環

利
用
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

森
林
の
整
備
を
進
め
、
木
材
を
積
極
的

に
利
用
し
て
い
く
こ
と
は
、
山
村
地
域
を

中
心
と
す
る
雇
用
・
所
得
の
拡
大
に
よ
る

地
方
創
生
に
も
大
き
く
貢
献
す
る
も
の
で

あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、北
海
道
で
は
、森
林
の

公
益
的
機
能
の
維
持
増
進
と
森
林
資
源
の

循
環
利
用
の
実
現
に
向
け
、
森
林
整
備
事

業
及
び
治
山
事
業
や
次
世
代
林
業
基
盤
づ

く
り
交
付
金
等
を
活
用
し
、植
林
・
間
伐
や

路
網
の
整
備
、山
地
災
害
の
防
止
、木
造
公

共
施
設
の
整
備
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
国
で
は
市
町
村
主
体
の
新
た
な

森
林
整
備
を
進
め
る
財
源
と
し
て
「
森
林

環
境
税
（
仮
称
）」
の
創
設
に
向
け
た
検
討

を
進
め
て
い
る
。

　

今
後
、
人
工
林
資
源
が
本
格
的
な
利
用

期
を
迎
え
る
中
、
こ
う
し
た
取
り
組
み
を

さ
ら
に
加
速
し
、
地
域
の
特
性
に
応
じ
た

森
林
の
整
備
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も

に
、森
林
資
源
の
循
環
利
用
に
よ
る
林
業
・

木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
を
実
現
す
る
た

め
の
施
策
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、国
に
お
い
て
は
、次
の
措
置
を

講
ず
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

１ 　

市
町
村
が
継
続
的
に
森
林
の
整
備
な

ど
を
着
実
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、「
森
林

環
境
税
（
仮
称
）」
を
早
期
に
創
設
す
る

こ
と
。税
制
度
の
創
設
に
あ
た
っ
て
は
、

都
道
府
県
の
積
極
的
な
関
わ
り
の
も

と
、
森
林
の
整
備
は
も
と
よ
り
木
材
の

利
用
を
含
め
幅
広
く
活
用
で
き
る
仕
組

み
と
す
る
こ
と
。

２ 　

森
林
の
多
面
的
機
能
を
持
続
的
に
発

揮
し
、林
業
・
木
材
産
業
の
振
興
と
山
村

に
お
け
る
雇
用
の
安
定
化
を
図
る
た

め
、
森
林
整
備
事
業
及
び
治
山
事
業
の

財
源
を
十
分
か
つ
安
定
的
に
確
保
す
る

こ
と
。

３ 　

森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
通
じ
て
林

業
・
木
材
産
業
の
成
長
産
業
化
を
実
現

す
る
た
め
、
地
域
の
実
情
を
十
分
に
踏

ま
え
、森
林
整
備
か
ら
木
材
の
加
工
・
流

通
、
利
用
ま
で
の
一
体
的
な
取
り
組
み

に
対
す
る
支
援
措
置
を
充
実
・
強
化
す

る
こ
と
。

【
提
出
先
】　 

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣　

財
務
大
臣

総
務
大
臣　

文
部
科
学
大
臣

農
林
水
産
大
臣　

経
済
産
業

大
臣　

国
土
交
通
大
臣　

　
　
　
　
　

環
境
大
臣　

復
興
大
臣

◎ 

全
国
規
模
の
総
合
的
な
ア
イ
ヌ
政
策
の

根
拠
と
な
る
新
た
な
法
律
の
早
期
制
定

を
求
め
る
意
見
書
に
つ
い
て
（
意
見
書

案
第
２
号
）

【
趣
旨
】

　

ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
は
、
特
に
明
治
以
降

政
府
が
進
め
た
政
策
に
よ
っ
て
、
ア
イ
ヌ

語
や
生
活
習
慣
を
事
実
上
禁
止
さ
れ
、
伝

統
的
生
活
を
支
え
て
き
た
生
産
手
段
も
失

う
な
ど
ア
イ
ヌ
の
社
会
や
文
化
が
大
き
な

打
撃
を
受
け
、
差
別
と
困
窮
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
き
た
と
い
う
歴
史
が
あ
る
。

　

平
成
20
年
の
衆
参
両
院
に
お
け
る
「
ア

イ
ヌ
民
族
を
先
住
民
族
と
す
る
こ
と
を
求

め
る
決
議
」
の
全
会
一
致
で
の
可
決
を
受

け
、政
府
は「
ア
イ
ヌ
政
策
の
あ
り
方
に
関

す
る
有
識
者
懇
談
会
」を
設
置
し
、有
識
者

の
意
見
を
踏
ま
え
、
そ
れ
ま
で
の
ア
イ
ヌ

政
策
を
さ
ら
に
推
進
し
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
が
民
族
と
し
て
の
名

誉
と
尊
厳
を
保
持
し
、
こ
れ
を
次
世
代
へ

継
承
し
て
い
く
こ
と
は
、
活
力
あ
る
社
会

を
形
成
す
る
共
生
社
会
の
実
現
に
資
す
る

も
の
で
あ
り
、
こ
の
観
点
か
ら
も
さ
ら
に

施
策
を
具
現
化
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
歴

史
的
経
緯
や
、
今
後
ア
イ
ヌ
政
策
を
確
実

に
推
進
し
て
い
く
上
に
お
い
て
も
、
国
が

主
体
と
な
っ
た
総
合
的
な
ア
イ
ヌ
政
策
を

本
道
の
ほ
か
全
国
を
対
象
に
推
進
し
て
い

く
根
拠
と
な
る
法
律
の
検
討
を
進
め
、
早

期
に
制
定
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

【
提
出
先
】　 

衆
議
院
議
長　

参
議
院
議
長

内
閣
総
理
大
臣　

財
務
大
臣

法
務
大
臣　

外
務
大
臣　
　

文
部
科
学
大
臣　

厚
生
労
働

大
臣　

農
林
水
産
大
臣　

　
　
　
　
　

経
済
産
業
大
臣　

国
土
交
通

　
　
　
　
　

大
臣

新
消
防
庁
舎
に
つ
い
て

新
消
防
庁
舎
は
、
２
階
が
避
難
施

設
に
も
な
っ
て
お
り
、
高
齢
者
や

障
害
者
が
利
用
す
る
の
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

が
無
い
の
は
大
変
だ
が
ど
の
様
に
考
え
て

い
る
の
か
。

今
後
そ
の
必
要
性
が
で
て
き
た

と
き
に
検
討
し
た
い
。当
面
、
万

が
一
の
と
き
に
は
、
利
用
者
互
助
や
署
員

の
対
応
で
の
運
用
を
考
え
て
い
る
。

問答

一
般
会
計

ら
れ
て
い
な
い
地
区
に
は
分
別
の
徹
底
と

な
る
よ
う
、
調
査
、
指
導
、
周
知
を
図
っ
て

い
く
。

介
護
保
険
特
別
会
計

介
護
予
防
事
業
の
、
特
に
百
歳
体

操
に
要
す
る
用
具
等
給
付
は
で
き

な
い
か
。当

面
は
町
で
用
意
し
た
も
の
を

使
っ
て
い
た
だ
い
て
、
効
果
が
実

感
で
き
た
方
に
は
一
部
ご
負
担
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、ま
た
、負
担
が
困
難
な
方
に
は

ご
相
談
に
応
じ
る
姿
勢
で
今
後
も
行
っ
て

い
き
た
い
。

問答

名称変更を契機にさらなる観光振興を



13　広報てしかが 2017.11 広報てしかが 2017.11　12

問　

 

運
転
免
許
証
返
納
等
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て

 

答　

公
共
交
通
の
見
直
し
に
着
手
し
て
い
く

高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
件
数

は
全
体
の
13
・
８
％
を
占
め
て
い

る
。「
運
転
が
怖
く
て
自
信
が
な

い
」「
車
の
運
転
で
ヒ
ヤ
リ
と
し
た
」「
家
族

か
ら
運
転
を
止
め
ら
れ
た
」方
な
ど
、本
町

で
の
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
者
数
を
伺

う
。

　

29
年
３
月
に「
改
正
道
路
交
通
法
」が
施

行
さ
れ
認
知
症
の
交
通
事
故
対
策
が
よ
り

厳
し
く
な
り
、医
師
の
診
断
の
結
果
、認
知

症
と
さ
れ
る
と
免
許
取
消
か
停
止
に
な

る
。運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
者
及
び
認

知
症
の
診
断
判
定
者
の
方
が
外
出
、買
物
、

病
院
等
へ
行
く
交
通
手
段
と
し
て
、
ハ
イ

ヤ
ー
券
配
布
等
の
交
通
支
援
制
度
の
実
現

を
求
め
る
。

問

町
長
答
弁

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
者
数

は
、26
年
度
〜
29
年
７
月
末
現
在
で
25
人
。

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
認
知
症
高
齢
者

の
状
況
は
29
年
６
月
末
現
在
で
１
２
１

名
、26
％
を
占
め
て
い
る
。

　

本
年
度
か
ら
公
共
交
通
の
見
直
し
に

着
手
を
し
て
お
り
、

町
民
に
対
す
る
調
査

も
計
画
し
て
い
る
。

運
転
免
許
証
の
自
主

返
納
者
や
更
新
で
取

消
し
さ
れ
た
方
を
含

め
、
町
全
体
で
し
っ

か
り
と
し
た
支
援
が

で
き
る
よ
う
に
取
り

組
む
。

答

◆わたしたちの町議会てしかが

小 

川　

義 

雄　

議
員

一
般
質
問

町
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
平
成

29
年
度
で
約
３
千
万
円
の
補
助
金

を
出
し
、
こ
の
補
助
金
の
中
か
ら
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。

「
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
訪
問
サ
ー
ビ
ス

事
業
」は
、社
協
で
実
施
し
釧
路
ヤ
ク
ル
ト

(

株)

に
委
託
、
対
象
者
で
あ
る
70
歳
以
上

の
方
の
居
宅
に
週
３
回
ヤ
ク
ル
ト
を
持

参
し
て
訪
問
し
、
直
接
手
渡
す
中
で
の
会

話
を
通
じ
孤
独
感
の
解
消
、
体
調
や
安
全

の
確
認
を
目
的
と
し
て
い
る
。ま
た
、「
移

送
サ
ー
ビ
ス
事
業
」の
対
象
者
は
、一
般
乗

用
車
や
公
共
交
通
機
関
の
利
用
が
困
難
な

方
、
か
つ
65
歳
以
上
の
高
齢
者
で
疾
病
や

問

加
齢
に
よ
り
身
体
機
能
が
低
下
し
た
方
と

な
っ
て
い
る
。

　

各
事
業
ご
と
に
規
則
が
定
め
て
あ
る

が
、そ
の
適
用
・
運
用
に
つ
い
て
適
正
に
実

施
さ
れ
て
い
る
か
伺
う
。

副
町
長
答
弁

町
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に
補

助
金
を
出
し
て
、
移
管
し
て
い
る
事
業
で

あ
る
が
、
再
度
し
っ
か
り
と
規
則
等
を
再

確
認
し
、
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
と
さ
れ
る
方

に
ス
ム
ー
ズ
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
が
で
き
る

よ
う
に
連
携
し
て
取
り
組
む
。

答

問　

在
宅
福
祉
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
の
検
証
と
実
行
に
つ
い
て

 

答　

町
と
社
協
は
連
携
し
て
取
り
組
む

問　

公
園
等
の
機
能
改
善
と
大
幅
な
見
直
し
に
つ
い
て

 

答　

施
設
の
統
廃
合
を
進
め
る

公
園
に
つ
い
て
公
共
施
設
総
合
管

理
計
画
の
方
針
は
決
定
し
て
い
る

問

の
か
。「
森
の
公
園
」
は
年
間
約
１
７
０
万

円
の
予
算
を
計
上
し
て
い
る
が
、
利
用
者

は
い
な
い
の
で
廃
止
に
す
る
こ
と
。「
桜

ケ
丘
森
林
公
園
」
は
10
年
間
平
均
で
約

２
０
０
万
円
赤
字
で
あ
る
の
で
、
補
助
金

の
制
限
が
解
除
さ
れ
る
平
成
32
年
８
月
で

廃
止
す
る
こ
と
。道
の
駅
第
３
駐
車
場
向

い
の
緑
化
推
進
事
業
の
植
樹
後
は
10
年

以
上
も
整
備
さ
れ
ず
荒
れ
た
状
況
に
あ
る

の
で
早
急
に
対
処
す
る
こ
と
。観
光
客
や

町
民
の
方
の
利
用
が
少
な
い
と
こ
ろ
の
公

園
は
廃
止
し
て
、
そ
の
浮
い
た
予
算
を
道

の
駅
を
メ
イ
ン
に
「
湯
の
島
公
園
」「
水
郷

公
園
」
を
中
心
と
し
た
魅
力
あ
る
施
設
づ

く
り
に
向
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え

る
。

町
長
答
弁

必
要
な
施
設
は
集
中
投
資
し
、
利

用
の
少
な
い
施
設
や
老
朽
化
が
著
し
い
施

設
は
統
廃
合
を
進
め
る
。

　

来
年
度
に
向
け
て
は
、
緑
地
や
各
施
設

の
付
帯
施
設
に
お
い
て
、
維
持
管
理
作
業

の
一
元
化
も
検
討
す
る
。

問　

町
道
の
管
理
体
制
に
つ
い
て

 

答　

年
次
計
画
を
立
て
、実
施
す
る

町
道
で
あ
る
舘
書
店
か
ら
近
藤
建

設
付
近
の
間
は
、
踏
切
、
カ
ー
ブ
、

信
号
機
、
勾
配
と
複
雑
な
道
路
構
造
が
介

在
し
、交
通
量
の
多
い
路
線
の
た
め
、舗
装

の
劣
化
が
進
行
し
、
大
小
20
箇
所
以
上
の

縦
横
の「
ひ
び
割
れ
」が
発
生
し
て
い
る
た

め
、
車
の
通
過
振
動
に
よ
り
家
が
揺
れ
る

こ
と
が
あ
る
の
で
、
舗
装
全
体
を
厚
く
補

修
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

桜
町
自
治
会
館
か
ら
協
栄
林
産
ま
で

「
雨
水
マ
ス
」が
24
箇
所
連
続
で
詰
ま
っ
て

問

い
る
た
め
排
水
不
良
で
あ
る
の
で
、
早
期

の
除
去
を
求
め
る
。

副
町
長
答
弁

舗
装
の「
ひ
び
割
れ
」区
間
に
つ
い

て
は
、
国
の
交
付
金
等
を
活
用
し
な
が
ら

年
次
計
画
を
策
定
し
て
実
施
す
る
。「
雨
水

マ
ス
」の
排
水
不
良
に
つ
い
て
は
、大
雨
等

に
よ
る
二
次
被
害
が
起
き
な
い
よ
う
に
早

急
な
対
応
を
す
る
。

答

答

利用者の多い施設への集中的な投資を

一
般
質
問

問　

 

人
口
減
少
と
弟
子
屈
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の
将
来
像
に
つ
い
て
 

答　

人
口
減
少
の
ス
ピ
ー
ド
を
緩
や
か
に
す
る
た
め
、戦
略
的
取
り
組
み
を
推
進
す
る

弟
子
屈
町
は
少
子
高
齢
な
ど
で
人

口
減
少
が
進
ん
で
い
る
の
は
周

知
の
事
実
で
あ
る
。町
は「
平
成
27
年
度
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
」を
発
表
し
て
い
る
が
、現
状

と
し
て
人
口
減
少
傾
向
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
の
か
。ま
た
、こ
の
２
年
間
に
若

年
層
の
流
入
、定
住
者
の
促
進
、移
住
者
の

方
々
へ
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
、
福
祉
な
ど
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。今
後
、人
口
減
少

が
進
ん
だ
場
合
、
ど
の
よ
う
に
コ
ン
パ
ク

ト
な
町
づ
く
り
を
行
う
の
か
、
考
え
を
伺

う
。 問

町
長
答
弁

乳
児
養
育
手
当
の
拡
充
や
高
校
生

ま
で
の
医
療
費
無
償
化
、
保
育
料
半
額
助

成
、不
妊
治
療
へ
の
助
成
な
ど
、安
心
し
て

暮
ら
せ
る
環
境
整
備
も
推
進
し
て
き
た
。

ま
た
、
移
住
者
の
方
々
が
自
然
豊
か
な
郊

外
に
居
住
す
る
こ
と
で
行
政
経
費
が
高
ま

る
こ
と
も
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
移
住

者
等
の
町
な
か
居
住
を
推
進
す
る
な
ど
方

針
転
換
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。自
然

環
境
の
適
正
な
保
護
と
活
用
の
ゾ
ー
イ

ン
グ
（
各
地
域
を
用
途
別
に
区
画
す
る
こ

と
。）を
定
め
た「
土
地
利
用
計
画
」に
基
づ

い
た
ル
ー
ル
の
構
築
と
子
供
に
も
高
齢
者

に
も
優
し
い
、
機
能
的
で
コ
ン
パ
ク
ト
な

市
街
地
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
。

　

今
後
も
人
口
減
少
を
最
小
限
に
抑
え
る

た
め
、
町
民
に
と
っ
て
真
に
必
要
な
事
務

事
業
を
常
に
検
討
し
て
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ

る
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

答

まちづくりの基本となる総合計画

武
山　

秀
樹　

議
員

一
般
質
問
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問　

「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」の
導
入
に
つ
い
て

 

答　

道
と
一
体
と
な
っ
て
導
入
を
検
討

「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」と
は
、
障
が
い

者
や
妊
婦
な
ど
困
っ
た
場
面
で
周

囲
の
手
助
け
を
必
要
と
す
る
人
が

携
帯
し
、
外
出
時
や
災
害
時
な
ど
に
緊
急

問

連
絡
先
や
必
要
な
支
援
内
容
を
伝
え
る
の

に
役
立
つ
。ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
に
は
、
氏
名
・

連
絡
先
・
障
が
い
や
病
名
・
血
液
型
な
ど
、

ま
た
耳
が
不
自
由
な
方
に
は
手
話
か
筆
談

な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

当
町
の
状
況
に
合
わ
せ
た
ヘ
ル
プ
カ
ー

ド
の
導
入
は
ど
う
か
。

町
長
答
弁

「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
」は
近
年
、
都
道

府
県
単
位
で
は
半
数
の
自
治
体
が
導
入
し

て
い
る
。障
が
い
者
や
声
を
出
せ
な
い
手

助
け
を
必
要
と
す
る
方
と
、
そ
れ
を
で
き

る
方
を
つ
な
ぐ
の
が
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
で
あ

り
、
カ
ー
ド
を
見
れ
ば
必
要
な
支
援
内
容

が
わ
か
り
対
応
で
き
る
。

　

今
年
度
中
に
道
が
主
体
と
な
っ
て
、
全

道
的
に
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
実
施
を
検
討
し

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
本
町
も
道
と
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

答

北海道が配布するヘルプカード 三
上　
　

務　

議
員

一
般
質
問

◆わたしたちの町議会てしかが◆わたしたちの町議会てしかが

議
会
の
動
き（
６
月
６
日
〜
９
月
７
日
）

議長会関係

　６月13～14日　 北海道町村議会議長会第68回定期総会（札幌市）
　７月３～５日　北海道町村議会議員研修会（札幌市）
　８月７日　　　釧路町村議会議長会８月定例会（浜中町）

委員会関係

　６月27日　　　議会広報編集特別委員会
　７月11日　　　議会改革等調査特別員会
　　　　　　　　全員協議会
　　　　　　　　議会広報編集特別委員会
　８月21～23日　議会広報研修会（札幌市）
　８月29日　　　議会運営委員会

一部事務組合関係

　６月15日　　　 平成29年第２回釧路北部消防事務組合議会臨時会
　７月10日　　　 平成29年第２回釧路公立大学事務組合議会臨時会
　８月９日　　　平成29年第２回釧路北部消防事務組合議会定例会
　８月28日　　　平成29年第２回川上郡衛生処理組合議会定例会

その他

　６月11～12日　札幌弟子屈会第59回総会（札幌市）
　６月17日　　　釧路川総合水防演習・広域連携防災訓練（標茶町）
　６月20日　　　全国高等学校観光選手権大会校内選考会（弟子屈高校）
　６月25日　　　第29回援農の碑記念式
　７月１日　　　宇津木妙子氏（元全日本女子ソフトボール代表監督）との交歓会
　７月12日　　　「弟子屈高校の教育を支える会」総会
　７月18日　　　札幌・大くしろ会（札幌市）
　７月18～20日　平成30年度開発予算に係る中央要望（札幌市・東京都）
　７月21日　　　新党大地「大地塾例会」
　７月23日　　　釧路駐屯地記念行事（釧路町）
　７月25日　　　弟子屈町戦没者追悼式
　７月28日　　　弟子屈消防庁舎落成記念式典
　８月24日　　　第69回北海道消防大会歓迎交流会
　８月25日　　　第69回北海道消防大会
　８月30日　　　東京国際大学駅伝部との交歓会
　９月５日　　　元厚岸町長菅原邦夫氏厚岸町葬
　９月６日　　　元町議会議長樋川清七氏高齢者叙勲（旭日単光章）伝達式

15　広報てしかが 2017.11

本
町
で
は
車
の
運
転
が
困
難
な

高
齢
の
方
や
障
が
い
を
お
持
ち

の
方
、
ま
た
重
篤
な
病
を
抱
え
て
い
る
方

な
ど
移
動
手
段
を
持
た
な
い
交
通
弱
者
の

方
々
の
現
状
を
ど
う
把
握
し
、
ど
の
よ
う

に
対
応
さ
れ
て
い
る
の
か
。ま
た
夜
間
時

の
交
通
手
段
は
ど
う
か
。

町
長
答
弁

現
在
、
本
町
で
は
保
健
師
や
民
生

委
員
の
個
別
訪
問
に
よ
り
公
共
交
通
が
利

用
で
き
な
い
、
ま
た
自
家
用
車
を
持
た
な

い
障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢
者
の
世
帯
を

問

把
握
し
、福
祉
協
議
会
と
連
携
を
取
り
、移

送
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
る
。

今
年
度
か
ら
町
内
の
公
共
交
通
の
見
直
し

作
業
に
取
り
組
み
、
町
全
体
の
公
共
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
再
構
築
を
図
り
な
が

ら
、
交
通
困
難
者
に
も
し
っ
か
り
と
し
た

支
援
を
し
て
い
く
。

　

な
お
、
夜
間
時
の
交
通
手
段
に
つ
い
て

は
、現
状
で
は
対
応
が
困
難
で
あ
る
が
、ご

親
類
や
近
隣
地
域
の
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。今
後
と
も
町
の
交
通
体
系
を
見
直
し

対
応
し
て
い
く
。

答 問　

交
通
弱
者
の
移
動
手
段
に
つ
い
て

 

答　

状
況
を
把
握
し
福
祉
協
議
会
と
連
携

問　

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
導
入
に
つ
い
て

 

答　

導
入
し
て
い
る
市
町
村
を
参
考
に
検
討
す
る

デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
と

は
、ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
の
送
迎
を

行
う
タ
ク
シ
ー
に
準
じ
た
利
便
性
と
乗

合
・
低
料
金
と
い
う
バ
ス
に
準
じ
た
特
徴

を
兼
ね
備
え
た
移
動
サ
ー
ビ
ス
の
こ
と
で

あ
る
。高
齢
化
が
進
む
本
町
に
あ
っ
て
、デ

マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
導
入
に
つ
い

て
は
ど
う
か
。

問

町
長
答
弁

人
口
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
地
域

で
は
、
路
線
バ
ス
の
維
持
が
困
難
と
な
っ

て
い
く
が
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

は
運
行
形
態
が
柔
軟
で
効
率
的
な
運
営
の

可
能
性
も
あ
り
、
新
た
な
交
通
モ
ー
ド
と

し
て
注
目
し
て
い
る
。道
内
で
は
35
の
市

町
村
が
導
入
し
て
い
る
。

　

す
で
に
導
入
し
て
い
る
先
進
市
町
村
を

よ
く
調
査
し
な
が
ら
公
共
交
通
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

答
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　「
骨
」健
康
で
す
か
？

「
骨
」健
康
で
す
か
？

　
「
骨
粗
し
ょ
う
症
」
と
い
う
病
気
を

ご
存
知
で
す
か
。町
で
は
対
象
と
な

る
方
へ
骨
粗
し
ょ
う
症
検
診
の
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
加
齢
や
長
年

の
カ
ル
シ
ウ
ム
摂
取
不
足
な
ど
で
骨

内
部
の
密
度
が
低
く
ス
カ
ス
カ
に
な

る
こ
と
で
強
度
が
弱
く
な
り
、
転
ぶ

な
ど
ち
ょ
っ
と
し
た
衝
撃
で
骨
折
し

や
す
く
な
り
ま
す
。

　

本
町
の
平
成
28
年
度
の
介
護
保

険
認
定
者
の
疾
患
内
訳
で
は
、
骨
粗

し
ょ
う
症
や
骨
折
な
ど
が
原
因
の

「
骨
・
関
節
関
係
」
が
１
位
と
な
っ
て

お
り
、
骨
折
は
寝
た
き
り
の
原
因
に

も
な
り
ま
す
。骨
粗
し
ょ
う
症
を
防

げ
る
と
健
康
寿
命
を
延
ば
す
事
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

骨
粗
し
ょ
う
症
を
防
ぐ
の
に
一

番
大
事
な
こ
と
は
、
食
事
か
ら
カ
ル

シ
ウ
ム（
骨
の
主
成
分
）を
十
分
に
摂

る
、
日
光
に
適
度
に
当
た
る（
ビ
タ
ミ

ン
Ｄ
を
体
合
成
す
る
）、
適
度
な
運
動

の
習
慣
を
つ
け
る（
骨
に
力
が
加
わ
り

強
度
を
増
す
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

食
事
か
ら
摂
っ
た
カ
ル
シ
ウ
ム

は
、
骨
を
毎
日
作
り
か
え
る
の
に
使

わ
れ
る
ほ
か
、
血
中
に
一
定
量
存
在

し
身
体
の
機
能
を
維
持
し
て
い
ま

す
。毎
日
十
分
な
量
の
カ
ル
シ
ウ
ム

が
摂
れ
な
い
と
、
血
中
濃
度
を
保
と

う
と
骨
を
溶
か
し
て
使
い
ま
す
。そ

の
た
め
骨
密
度
が
低
下
し
骨
粗
し
ょ

う
症
の
発
症
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

ま
た
、
カ
ル
シ
ウ
ム
の
骨
へ
の
吸

収
を
助
け
る
作
用
の
あ
る
ビ
タ
ミ
ン

Ｄ
が
習
慣
的
に
不
足
す
る
と
骨
粗

し
ょ
う
症
に
よ
る
骨
折
の
リ
ス
ク
が

高
ま
り
ま
す
。ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
は
サ
ケ

や
サ
ン
マ
な
ど
の
魚
類
や
干
し
椎
茸

な
ど
に
多
く
含
ま
れ
ま
す
が
、
数
多

く
あ
る
ビ
タ
ミ
ン
の
中
で
唯
一
太
陽

の
紫
外
線
に
当
た
る
事
で
皮
膚
で
つ

く
る
事
が
で
き
ま
す
。骨
の
健
康
維

持
に
は
、夏
は
木
陰
で
10
分
位
、冬
は

外
で
１
時
間
ほ
ど
日
光
浴
す
る
こ
と

も
大
切
で
す
。

　

私
た
ち
の
骨
密
度
は
青
年
期
（
12

〜
20
歳
頃
）に
ピ
ー
ク
と
な
り
ま
す

が
、
骨
へ
の
カ
ル
シ
ウ
ム
貯
金
が
で

き
る
の
は
主
に
20
歳
代
ま
で
、
そ
れ

以
降
は
体
の
機
能
維
持
に
使
わ
れ
る

の
が
主
に
な
り
ま
す
。

　

特
に
幼
児
期
か
ら
高
校
生
ぐ
ら
い

ま
で
は
た
く
さ
ん
の
カ
ル
シ
ウ
ム
貯

金
が
で
き
る
時
期
な
の
で
、
毎
日
カ

ル
シ
ウ
ム
の
多
い
食
品
を
十
分
に
摂

る
事
、
20
歳
以
上
で
も
今
の
密
度
を

減
ら
さ
な
い
た
め
に
毎
日
の
カ
ル
シ

ウ
ム
摂
取
が
将
来
の
骨
粗
し
ょ
う
症

予
防
の
た
め
に
も
大
切
で
す
。

　

お
手
軽
に
カ
ル
シ
ウ
ム
を
摂
れ

る「
牛
乳
・
乳
製
品
」で
す
が
、町
の
幼

児
健
診（
１
歳
半
、
３
歳
）の
平
成
28

年
度
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
毎

日
牛
乳
を
飲
む
幼
児
が
１
歳
半
45
・

７
％
、３
歳
児
50
・
０
％
し
か
い
な
い

と
い
う
現
状
で
す
。幼
児
期
か
ら
「
牛

乳
・
乳
製
品
を
毎
日
摂
る
」習
慣
を
つ

け
て
骨
へ
の
カ
ル
シ
ウ
ム
貯
金
を
増

や
し
て
あ
げ
た
い
も
の
で
す
。

　

た
だ
、
健
康
な
体
に
欠
か
す
事
の

で
き
な
い
カ
ル
シ
ウ
ム
で
す
が
、
サ

プ
リ
メ
ン
ト
な
ど
に
よ
る
摂
り
過
ぎ

は
結
石
が
で
き
る
な
ど
体
に
さ
ま
ざ

食品名

牛乳

低脂肪牛乳

プレーンヨーグルト

プロセスチーズ

木綿豆腐

厚揚げ（生揚げ）

納豆

小松菜

チンゲン菜

水菜

イワシ缶詰

わかさぎ

100 ㌘
当たり

110mg

130mg

120mg

630mg

86mg

240mg

90mg

170mg

100mg

210mg

320mg

450mg

１回当たり（　）は目安量

231mg（１カップ）

273mg（１カップ）

120mg（１/２カップ）

113mg（６Pチーズ　１個 18g）

86mg（１/４丁 100g）

240mg（100g）

36mg（パック１個 40g）

68mg（１株 40g）

100mg（１株 100g）

105mg（１株 50g）

224mg（１/２缶）

135mg（５尾 30g）

年齢

０～５（月）

６～11（月）

１～２（歳）

３～５（歳）

６～７（歳）

８～９（歳）

10 ~ 11（歳）

12 ~ 14（歳）

15 ~ 17（歳）

18 ~ 29（歳）

30 ~ 49（歳）

50 ~ 69（歳）

推定平均
必要量

-

-

350

500

500

550

600

850

650

650

550

600

性別 男性

70 以上（歳） 600

推奨料

-

-

450

600

600

650

700

1,000

800

800

650

700
700

目安量

200

250

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-
-

耐容
上限量

-

-

-

-

-

-

-

-

-

2,500

2,500

2,500
2,500

推定平均
必要量

-

-

350

450

450

600

600

700

550

550

550

550

女性

500

推奨料

-

-

400

550

550

750

750

800

650

650

650

650
650

目安量

200

250

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-
-

耐容
上限量

-

-

-

-

-

-

-

-

-

2,500

2,500

2,500
2,500

ま
な
悪
い
影
響
も
出
る
の
で
や
め
ま

し
ょ
う
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
健
康
推

進
課
健
康
推
進
係
☎
４
８
２
‐

２
９
３
５（
課
直
通
）ま
で
。

食品に含まれるカルシウムの量

カルシウムの食事摂取基準（mg ／日）　出典：日本人の食事摂取基準（2015 年版）

　メンタルヘルス講演会を開催します。どなたでも参加できます
ので、お気軽に参加ください。
　 ▼日時／11月５日㈰　14時～16時
　 ▼場所／町公民館　講堂
　 ▼講師／北海道教育大学　釧路校　安川 禎亮 教授

メンタルヘルス講演会メンタルヘルス講演会をを開催開催しますします

▼参加料／無料

▼申し込み／不要
※ 託児を行います。ご希望の方
は、事前にご連絡ください。

託児申し込み・問い合わせ先／役場健康推進課健康推進係☎４８２‐２９３５（課直通）

11月は虐待防止推進月間です
　町では、児童虐待の予防や早期発見、適切な保護および自立支援を図る目的として、弟子屈町要保護児童対策地
域協議会を設置しています。「児童虐待の防止等に関する法律」では「何人も、児童に対し、虐待をしてはならない
（児童虐待禁止）」と定められています。虐待を受けたと思われる児童を発見した方は、役場福祉こども課児童福祉
係（要保護児童対策地域協議会対策調整機関）や児童相談所などの関係機関に通告することが義務付けられていま
す。なお、通告者のプライバシーは法律で保護されています。
　たかが、夫婦げんかと思っていませんか？　家庭内での配偶者間暴力（ＤＶ）は子どもへの「心理的虐待」にあ
たります！
◆児童虐待とは
　・身体的虐待／殴る、蹴る、投げ落とす、激しく揺さぶる、やけどを負わせる、溺れさせるなど。
　・性的虐待／子どもへの性的虐待、性的行為を見せる、ポルノグラフィの被写体にするなど。
　・ネグレクト（育児放棄）／家に閉じ込める、食事を与えない、ひどく不潔にする、自動車の中に放置するなど。
　・心理的虐待／ 言葉による脅し、無視、きょうだい間での差別的扱い、子どもの目の前で暴力を振るう、夫婦げ

んかなど。
❏連絡・相談先／役場福祉こども課児童福祉係（要保護児童対策地域協議会対策調整機関）
　　　　　　　 ☎４８２－２９２１（課直通）または釧路児童相談所☎０１５４３７１７まで。

予約・問い合わせ先／釧路総合振興局森林室☎０１５３２１６５

木育・森づくりフェアを開催します
　子どもをはじめとするすべての人が「木とふれあい、木に学び、木と生きる」取り組み「木育」は北海道で生まれ

た言葉です。

　木育の取り組みを通して『協働の森林づくり』への地域の

方々の関心を高めるため、釧路管内の市町村と国や道などの

関係機関が連携して「木とのふれあい」をテーマに2017「木育・

森づくりフェア」を開催します。

　会場内に「木の玉のプール」などの木製遊具を設置するほ

か、木育マイスター道東支部による「木育広場」、常時開催と

時間別開催メニューによる木工作（木の葉のステンドグラス、

丹頂のオブジェ、松ぼっくりを利用したミニツリーなど）、釧

路管内の木育活動や植樹活動を紹介するパネル展示などを行います。「木」にふれて、「木」が与えてくれる「温

もりや安らぎ」を感じてみてください。

▼日時／11月11日㈯･12日㈰　両日とも10時～16時

▼場所／イオンモール釧路昭和　１階　サンコート広場

▼入場料／無料

▼申し込み／入場料は無料ですが、一部のコーナーは予約が必要となりますので、お問い合わせください。

昨
年
の
フ
ェ
ア
の
様
子
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　パークゴルフシーズンも終わりを迎え
つつあり、各パークゴルフ場が次のとおり
終了します。気象条件によっては、予定よ
り早く終了することもありますので、あら
かじめご了承ください。
　使用期間終了後にパークゴルフ場を使
用すると、芝の生育に影響を及ぼしますの
で、使用しないようお願いします。
　水道凍結の恐れがあるため、10月末をも
って閉栓していますので、ご了承願います。

▼施設とクローズ（終了）予定日
①別河川敷パークゴルフ場  11月12日㈰
②川湯温泉パークゴルフ場　  11月12日㈰
③９○○草原パークゴルフ場

10月31日㈫（既に終了）
④川湯駅前パークゴルフ場　  11月５日㈰
⑤美留和パークゴルフ場

10月23日㈪（既に終了）
⑥屈斜路パークゴルフ場　　  11月12日㈰
⑦奥春別パークゴルフ場　　  11月20日㈪

▼あらためてお願い
コース上は禁煙です。
ごみは必ず持ち帰りましょう。

町内パークゴルフ場　今シーズンの終了！！

問い合わせ先／役場環境生活課生活係☎４８２‐２９３４（課直通）

新刊案内

「めんどくさい」の正
体を知って、サッとは
じめる自分に変身し
よう！「めんどくさ
い」という気持ちが生
まれるしくみや、めん
どくささを小さくし
て、すぐやる自分を引
き出す方法などを、わ
かりやすく解説。子ど
もから大人まで楽し
めます！

「
眠
れ
る
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ
ｏ
ｗ
ｓ
10
を
た
た
き
起

こ
せ
！
」

日
経
Ｐ
Ｃ
２
１
／
編

「
薩
長
史
観
の
正
体
」

武
田　

鏡
村
／
著

「
60
歳
。だ
か
ら
な
ん
な
の
」秋

川　

リ
サ
／
著

「
な
ぜ
あ
な
た
の
疲
れ
は
と
れ
な
い
の
か
？
」

梶
本　

修
身
／
著

「
手
編
み
の
シ
ン
プ
ル
・
ニ
ッ
ト
」

リ
ト
ル
バ
ー
ド
／
編

「
水
墨
画
年
賀
状　

犬
を
描
く
」

水
墨
画
塾
編
集
部
／
編

「
砂
上
」

桜
木　

紫
乃
／
著

「
裏
切
り
の
ホ
ワ
イ
ト
カ
ー
ド
」

石
田　

衣
良
／
著

「
ま
ほ
う
の
ゆ
う
び
ん
ポ
ス
ト
」

や
ま
だ
と
も
こ
／
作

「
く
ろ
く
ん
と
ち
い
さ
い
し
ろ
く
ん
」

な
か
や
み
わ
／
作
・
絵

た
く
さ
ん
の
新
刊
が
皆
さ
ん
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

お
す
す
め
の
新
刊

お
す
す
め
の
新
刊

名越　康文／監修

☆ 

特
集
展
示

　

『
原
作
本
特
集
２
０
１
７
』

　

２
０
１
７
年
に
公
開
・
放
送
さ
れ
た
映

画
・
ド
ラ
マ
の
原
作
本
を
特
集
し
ま
す
。

　

原
作
を
読
む
こ
と
で
、作
品
の
新
た
な
面

白
さ
を
発
見
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。映

画
・
ド
ラ
マ
、そ
し
て
原
作
も
読
ん
で
、作
品

を
２
倍
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

▼
期
日
／
11
月
１
日
㈬
〜
11
月
30
日
㈭

▼
場
所
／
特
集
展
示
コ
ー
ナ
ー

☆
優
先
駐
車
区
画
の
お
知
ら
せ

　

図
書
館
前
の
駐
車
区
画
１
台
分
を
優
先

駐
車
区
画
と
い
た
し
ま
す
。

▼
利
用
対
象
者

　

障
が
い
者
、
歩
行
困
難
高
齢
者
、
補
助
犬

同
伴
者
、
療
養
・
リ
ハ
ビ
リ
中
の
方
、
妊
産

婦
、乳
幼
児
連
れ
の
方

▽ 

今
月
の
休
館
日
／
３
日
㈮（
文
化
の
日
）

　

 ・
６
日
㈪
・
13
日
㈪
・
20
日
㈪
・
23
日
㈭（
勤

労
感
謝
の
日
）・
27
日
㈪

中央２丁目４番１号
☎（よいほんいろいろ

4 4 4 4

）４８２‐１６１６

『卒業しよう！めんどくさがり』『卒業しよう！めんどくさがり』

移動図書館（図書館バス）

　

12
月
９
日
㈯
に
開
催
さ
れ
る
『
読

書
講
演
会
＆
は
ら
っ
ぱ
ス
ペ
シ
ャ

ル
』で「
絵
本
の
会
お
は
な
し
は
ら
っ

ぱ
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
古
本
市
が
行

わ
れ
ま
す
。（
詳
細
は
広
報
て
し
か
が

12
月
号
で
お
し
ら
せ
し
ま
す
）

　

そ
こ
で
、
古
本
市
で
販
売
す
る
本

を
集
め
て
い
ま
す
。ご
家
庭
で
不
要

と
な
っ
た
本
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご

提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

百
科
事
典
、辞
典
、全
集
、雑
誌
、書

き
込
み
の
あ
る
本
や
汚
破
損
本
は

除
き
ま
す
。

※ 

ご
提
供
い
た
だ
い
た
図
書
の
取
り

扱
い
は
、
図
書
館
に
一
任
く
だ
さ

い
。

▼ 

受
付
期
間
／
11
月
１
日
㈬
〜
11
月

30
日
㈭
ま
で

▼
受
付
場
所
／
弟
子
屈
町
図
書
館

☆４日／『ころころころ』『ことばのかくれんぼ』
　　　　『どろんこおそうじ』
☆11日／『ぶーぶーぶー』『おやつですよーっ』
　　　　『たいへんなひるね』
☆18日／『いぬがいっぱい』『ぶたのたね』『やまのぼり』
☆25日／『ねこがいっぱい』『また　ぶたのたね』
　　　　『そりあそび』

テーマ 『さとうわきこ・佐々木マキの作品より』

時間／午後１時～　　場所／町図書館
おはなしはらっぱ／毎週土曜日 午後１時

おはなしはらっぱ ☆古本市へ本をご提供ください☆

 

開館日／火～金曜日　10時～18時
　　　　土・日曜日　10時～17時
休館日／月曜日・祝日・年末年始・図書整理日

旧昭栄小学校  9:05～ 9:15
停車場所 停車時間

摩周丘幼稚園  9:30～10:00
弟子屈小学校 10:10～10:40
和琴小学校 12:40～13:00
屈斜路コタン 13:10～13:25
川湯支所 13:45～14:05

わんぱくクラブ・川湯農村センター 14:10～14:30
川湯温泉駅前 14:40～15:00

15:30～16:00すずらんこども館

摩周丘幼稚園  9:00～10:00

停車場所 停車時間

美留和小学校 10:20～10:50

川湯保育園 11:10～11:30

川湯支所 11:40～12:00

川湯小学校 13:00～13:30

奥春別小学校 14:25～14:55

みはらし台こども館 15:30～16:00

  　Ａコース  運行日／11月２日㈭・16日㈭
　　　　　　　　 　　12月７日㈭・21日㈭

　　Ｂコース  運行日／11月９日㈭・30日㈭
　　　　　　　　　　  12月14日㈭・28日㈭

　実施前と単純に比べると、１年間で、約5,500kwhの

節電効果がありました。これは、おおよそ川湯中学校

の１年間分、省エネルギーセンター発表の資料によ

ると４人世帯の一般家庭10世帯分の年間電力使用量

にあたります。

　これを地球温暖化の大きな要因の一つであると考

えられている温室効果ガス（ＣＯ2）に換算すると約

40ｔ（約20％）の削減効果がありました。

役場庁舎内照明・場内外灯をLED化しました

問い合わせ先／役場環境生活課環境係☎４８２‐２９３４（課直通）

エコの
すすめ

▼ COOL CHOICE（クールチョイス）とは
　 地球温暖化を防止するため、省エ

ネ･低炭素型の｢製品｣「サービス｣｢行

動｣などを選ぶ『か
・
し
・
こ
・
い
・
選択』をし

ていこうという国民運動です。

町では、今後も温暖化対策への取り組みとして、設備の計画的な更新や省エネ行動の徹底など、さらなるＣＯ2
削減に全職員が積極的に取り組みますので、皆さんのご理解、ご協力をお願いします。

　町では、平成25年度から役場庁舎内照明、平成26年１月からは役場場内外灯のＬＥＤ化を実施しました。今月

号では、ＬＥＤ化による電力削減効果について紹介します。

Ｈ24
Ｈ28

288,743 Kwh
237,523 Kwh

193 t‐CO2
158 t‐CO2

電力使用量 ＣＯ 2排出量
役場庁舎内照明電気使用状況

Ｈ26
Ｈ27

5,994 Kwh
1,540 Kwh

４t‐CO2
１t‐CO2

電力使用量 ＣＯ 2排出量
役場場内外灯電気使用状況
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弟子屈警察署
所在地交番

☎４８２‐２１１０

川湯駐在所
☎４８３‐２１５１

【冬の交通安全運動が実施されます】
◎実施期間　○11月11日㈯～20日㈪の10日間
◎運動重点　○ 高齢者の交通事故防止
　　　　　　○ 凍結路面などでのスリップによる交通事故の防

止

◎交通事故防止のポイント
　○ 高齢者の交通事故防止

　　外出するときは、明るい色の服を心がけ、反射材を身につけ

　　ましょう。

　○ 凍結路面などでのスリップによる交通事故の防止

　　急な降雪や路面凍結に対応できるよう早めに冬タイヤに履

　　き替えましょう。

　○飲酒運転の根絶

　　飲酒運転は悪質な犯罪です。

　　「飲酒運転をしない、させない、許さ

　　ない」を合言葉に、飲酒運転をなくし

　　ましょう。

弟子屈警察署ホームページ　http://www.teshikaga-syo.police.pref.hokkaido.jp

冬の交通安全運動の実施

 地 域 安 全地 域 安 全 ニュース
平成29年11月発行　第242号

弟子屈地区防犯協会連合会

☎４８２‐２１１０（弟子屈警察署内）

警察官を名乗る詐欺の手口にご注意を！！

交番だより　平成29年11月号

川湯エコミュージアムセンター（ＥＭＣ）☎４８３‐４１００ 
URL http://www.kawayu-eco-museum.com　11月は9:00～16:00開館　毎週水曜日休館

　

10
月
上
旬
、

冬
の
使
者
・
オ

オ
ハ
ク
チ
ョ

ウ
が
川
湯
地

域
に
や
っ
て

き
ま
し
た
。本

町
の
鳥
に
制

定
さ
れ
、カ
ン

ト
リ
ー
サ
イ

ン
に
も
描
か

れ
て
い
る
彼
ら
は
、
北
海
道
よ
り
約

３
千
㎞
も
北
に
位
置
す
る
シ
ベ
リ
ア

か
ら
約
２
週
間
か
け
て
飛
ん
で
き
ま

す
。特
に
、
温
泉
が
わ
き
出
て
い
る
屈

斜
路
湖
の
砂

湯
や
コ
タ
ン

は
、
長
旅
を

終
え
た
オ
オ

ハ
ク
チ
ョ
ウ

た
ち
に
と
っ

て
は
う
っ
て

つ
け
の
避
寒

地
と
な
っ
て

～川湯の森から～

お
り
、
多
い
日
に
は
２
０
０
羽
近
く

が
羽
を
休
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

冬
に
し
か
見
ら
れ
な
い
彼
ら
の
姿

を
見
る
た
め
、
全
国
各
地
か
ら
観
光

客
が
集
ま
り
、
近
年
で
は
海
外
か
ら

の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
も
増
加
傾

向
に
あ
り
ま
す
。そ
の
多
く
の
人
を

惹
き
つ
け
る
魅
力
は
、
他
に
は
な
い

屈
斜
路
湖
の
雄
大
な
自
然
環
境
、
い

わ
ば
、
こ
こ
な
ら
で
は
の
ブ
ラ
ン
ド

力
が
あ
る
か
ら
こ
そ
。

　

日
本
の
国
立
公
園
を
世
界
水
準
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル
パ
ー
ク
と
し
て
ブ
ラ
ン

ド
化
を
図
る
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
、
取
り
組
み
の
一
つ
と

し
て
、
阿
寒
摩
周
国
立
公
園
の
魅
力

を
世
界
へ
発
信
す
る
た
め
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
の
制
作
を
行
っ
て
い

ま
す
。全
国
で
34
あ
る
国
立
公
園
の

中
で
も
、
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
さ
れ
た

阿
寒
摩
周
国
立
公
園
の
特
徴
が
、
世

界
の
目
に
留
ま
る
一
つ
の
き
っ
か
け

と
な
る
と
い
い
で
す
ね
。

阿寒摩周国立公園が持つブランド力阿寒摩周国立公園が持つブランド力

冬の使者オオハクチョウ

　愛くるしく見える立ち姿も、昔の

アイヌの人たちに言わせると「貧乏

くさくて不吉だ」となるのですから、

エゾリスにとっては気の毒な話で

す。また、猟に行くときにエゾリス

の姿を見たら、その日は猟に行くの

をやめた－など、あまりいい印象を

持たれなかった動物のようです。

　肉は食用に、毛皮は交易品として

利用されまし

た。雪の上も

元気に走り回

るエゾリスで

すが、本格的

な冬を前に貯

食用のクルミ

集めに大忙し

の時期を迎え

ています。

　警察官を名乗る男らが捜査を装い、高齢者からキャッシュカードや現金をだましとる手口の特殊

詐欺が増えています。

　「だまされたふり作戦に協力してほしい。犯人が来たらカードを渡して暗証番号を伝えて」などと

『だまされたふり作戦』を逆手に取った新たな手口も発生しています。

　警察官が自宅を訪ねて通帳を要求したり、カードの暗証番号を聞き出すことは絶対にありません。

警察官を名乗る電話で現金や通帳の話が出た場合は、電話を切って、警察署にかけ直すようにしてく

ださい。

不審なはがきにご注意を！
　全道各地に「法務省管轄支局民事訴訟管理センター」から

「総合消費料金に関する訴訟最終告知のお知らせ」などと書

かれたはがきが届いたとの相談が寄せられており、弟子屈

警察署管内のご家庭にも多数はがきが届いています。はが

きには不安を煽るような内容が書かれていますが、はがき

に書かれている電話番号に電話してしまうと、言葉巧みに

現金を支払うように誘導されてしまいます。

大手通販サイトをかたったメール
　大手通販サイトをかたった者から「総合情報サイトの利用

料金の滞納が発生しております」など金銭を要求するメール

が届いています。メールでは「連絡のない場合は、法的手続き

に移行いたします」などと不安を煽るような内容と電話番号

が記載されていました。

　こうしたメールは詐欺です。絶対に記載された電話番号

に電話をしないでください。

タイヤの盗難にご注意を！！
　タイヤ交換の時期は、タイヤ盗難が増加する傾向にあり、主に車庫や物置に保管中に被害が発
生しています。「車庫などに鍵をかける」「タイヤを鎖などで連結する」「タイヤに目印をつける」

「センサーライトなどの防犯機器を活用する」などの防犯対策をお願いします。

自動車
運転免許の
更新時講習

期日／11月15日㈬

場所／町公民館

　 ▼優良講習
　　　11時30分

　 ▼一般講習
　　　13時

　 ▼違反講習
　　　９時

　 ▼初回講習
　　　14時30分

※ 講習は、警察署で運転

免許更新の手続きを済

ませた後に受講してく

ださい。

釧路川河川工事を実施しています
　釧路開発建設部釧路河川事務所では、釧
路川の弟子屈地区で洪水を安全に流下さ
せるため河川改修工事を実施しています。

▼工事箇所／右の図のとおり

▼工事内容
①　栄橋下流付近での護岸工事
　 工事名／釧路川改修工事の内　弟子
屈地区河岸保護外工事

　 工事期間／10月13日㈮～平成30年３月
22日㈭

　 工事延長／96㍍
②　現場事務所および資材置場

　恐縮ですが、皆さんのご協力をよろしくお願いします。
　ご不明な点やお気づきの点などがありましたら、下記までお問い合わせください。

問い合わせ先
発注者：釧路開発建設部 釧路河川事務所 工務課☎０１５４８３００

受注者：東星渡部建設株式会社☎４８２‐２１４９

意外に不評？なエゾリス
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弟
子
屈
学
級
で

は
10
月
４
日
「
室
内

ゲ
ー
ム
を
楽
し
も

う
」
を
テ
ー
マ
に
、

奥
春
別
交
流
セ
ン

タ
ー
で
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

交
流
会
に
は
46
人
が
参
加
。

　

ク
イ
ズ
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

ゲ
ー
ム
な
ど
で
盛
り
上
が
り
、
昼

食
に
は
奥
春
別
地
区
の
学
級
生

が
作
っ
た
豚
汁
を
い
た
だ
き
な

が
ら
、
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

川
湯
学
級
で
は
10
月
８
日
「
あ

の
町
こ
の
町
を
訪
ね
て
」
施
設
見

学
を
実
施
し
ま
し
た
。天
候
に
も

恵
ま
れ
、
別
海
町
の
「
あ
き
あ
じ

ま
つ
り
」
を
楽
し
ん
だ
後
、
標
津

町
サ
ー
モ
ン
科
学
館
を
見
学
し
、
学
級
生

同
士
の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

▼
11
月
の
生
き
が
い
講
座

▽ 

弟
子
屈
学
級
／
11
月
10
日
㈮
「
近
隣
の

ま
ち
を
訪
ね
て
」施
設
見
学（
釧
路
市
）

▽ 

川
湯
学
級
／
11
月
16
日
㈭
「
食
文
化
を

学
ぼ
う
」料
理
教
室（
川
湯
ふ
る
さ
と
館
）

　

弟
子
屈
高
校
の
先
生
方
に
ご
協
力
い

た
だ
き
パ
ソ
コ
ン
と
英
語
を
学
び
ま
す
。

① 

情
報
処
理「
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
年
賀

状
づ
く
り
」

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
を
学
び
、
ワ
ー
ド
を

使
っ
て
自
分
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
年
賀
状
を

作
り
ま
す
。

▼ 

日
時
／
11
月
15
日
㈬
・
22
日
㈬
の
全
２

回
、い
ず
れ
も
18
時
〜
20
時

▼ 

場
所
／
弟
子
屈
高
校　

３
階
情
報
処

理
室

▼
講
師
／
高
谷 

光 

先
生

▼ 

定
員
／
30
人
・
親
子
（
小
学
校
４
年
生

以
上
）ま
た
は
大
人
の
み
の
方

※ 

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

②
英
語「
日
常
英
会
話
を
楽
し
も
う
」

　

日
常
使
う
簡
単
な
英
会
話
を
学
ん
で

み
ま
せ
ん
か
。

▼ 

日
時
／
11
月
29
日
㈬　

18
時
30
分
〜

20
時

▼ 

場
所
／
弟
子
屈
高
校　

２
階
視
聴
覚

教
室

▼ 

講
師
／
加
藤
孝
司
先
生　

上
坂
美
由

紀
先
生　

只
野　

裕 

先
生

▼ 

定
員
／
な
し
・
親
子
（
小
学
校
４
年
生

以
上
）ま
た
は
大
人
の
み
の
方

※ 

①
と
②
参
加
料
、
持
ち
物
、
申
込
締
切

日
は
次
の
と
お
り
で
す

▼
参
加
料
／
無
料　

▼
持
ち
物
／
上
靴

▼
申
込
締
切
日
／
11
月
13
日
㈪

公
民
館
講
座
の
参
加
者
募
集

ゲームで大いに盛り上がった弟子屈学級

▼
期
日
・
場
所

 

仁
多
会
場
／
11
月
７
日

㈫　

仁
多
交
流
セ
ン
タ

　

ー
 

川
湯
会
場
／
11
月
９
日

㈭　

川
湯
青
少
年
会
館

 

奥
春
別
会
場
／
11
月
13

日
㈪　

奥
春
別
小
学
校

体
育
館

 

弟
子
屈
会
場
／
11
月
16

日
㈭　

弟
子
屈
小
学
校

体
育
館

 

屈
斜
路
会
場
／
11
月
21

日
㈫　

屈
斜
路
研
修
セ

ン
タ
ー

 

美
留
和
会
場
／
11
月
29

日
㈬　

美
留
和
小
学
校

体
育
館

 

南
弟
子
屈
会
場
／
11
月
30
日
㈭　

旧

昭
栄
小
学
校
体
育
館

▼
時
間
／
19
時
〜
20
時
30
分

▼
講
師
／
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
ほ
か

▼ 

種
目
／
ミ
ニ
テ
ニ
ス
・
キ
ン
ボ
ー
ル
ほ

か
▼ 

対
象
／
町
内
に
お
住
ま
い
の
３
歳
〜

成
人

▼
参
加
料
／
無
料

▼
申
込
締
切
日
／
開
催
日
の
２
日
前

※ 

参
加
者
が
少
数
の
会
場
は
開
催
し
ま

せ
ん
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
振
興
係
☎

４
８
２
‐
２
９
４
８（
課
直
通
）ま
で
。

　

第
39
回
美
羅
尾
山
ろ
く
完
走
マ
ラ
ソ

ン
大
会（
教
育
委
員
会
主
催
・
ス
ポ
ー
ツ
推

進
委
員
協
議
会
主
管
・
弟
子
屈
防
犯
協
会

後
援
）が
10
月
９
日
、
１
７
３
人
が
参
加
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

１
㌔
、３
㌔
、５
㌔
の
３
コ
ー
ス
で
、そ

れ
ぞ
れ
一
般
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部
に
分

か
れ
て
完
走
を
目
指
し
ま
し
た
。上
位
の

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

❏
ら
く
ら
く
コ
ー
ス（
１
㌔
）

▼
１
位
／
鈴
木　

哲
平　

４
分
25
秒

▼
２
位
／
大
嶋　

歩
純　

４
分
28
秒

▼
３
位
／
大
嶋　

景
奈　

４
分
57
秒

▼
４
位
／
中
澤　
　

湊　

５
分
10
秒

▼
５
位
／
中
澤　
　

旬　

５
分
11
秒

▼
６
位
／
更
科　

心
優　

５
分
22
秒

▼
７
位
／
下
谷　

蒼
唯　

５
分
29
秒

▼
８
位
／
鈴
木　
　

煌　

５
分
32
秒

▼
９
位
／
萩
原　
　

希　

５
分
36
秒

▼
10
位
／
中
村　

魁
李　

５
分
39
秒

❏
ほ
の
ぼ
の
コ
ー
ス（
３
㌔
）

▼
１
位
／
田
本
亜
樹
斗　

12
分
39
秒

▼
２
位
／
番
塲　

悠
友　

13
分
44
秒

▼
３
位
／
山
川　
　

海　

13
分
50
秒

▼
４
位
／
神
田　

幸
成　

14
分
32
秒

▼
５
位
／
山
家　

朱
里　

14
分
43
秒

▼
６
位
／
中
島　

夏
輝　

14
分
50
秒

▼
７
位
／
太
田　

愛
菜　

14
分
57
秒

▼
８
位
／
會
田　

風
汰　

14
分
59
秒

▼
９
位
／
秋
元　

翔
平　

15
分
16
秒

▼
10
位
／
飯
島　

長
政　

15
分
31
秒

❏
さ
わ
や
か
コ
ー
ス（
５
㌔
）

▼
１
位
／
上
村　
　

颯　

19
分
22
秒

▼
２
位
／
杉
山　

駿
介　

19
分
50
秒

▼
３
位
／
髙
橋　

一
哲　

20
分
05
秒

▼
４
位
／
保
里　

彰
悟　

20
分
18
秒

▼
５
位
／
土
田　

渉
介　

20
分
18
秒

▼
６
位
／
坂
上　

聖
悟　

20
分
24
秒

▼
７
位
／
山
家　

裕
樹　

21
分
47
秒

▼
８
位
／
藤
田　

佑
大　

21
分
14
秒

▼
９
位
／
藤
森　

友
斗　

21
分
14
秒

▼
10
位
／
中
澤　

歩
夢　

21
分
25
秒

秋空の下 心地よい汗

第39回美羅尾山ろく完走マラソン大会

選手代表による選手宣誓（上）
１キロの部が元気にスタート（下）

地域巡回スポーツ教室
参加者を募集します

宇
津
木
妙
子
Ｃ
Ｕ
Ｐ

第
４
回
道
東
地
区

　

選
抜
野
球
弟
子
屈
大
会

　

町
体
育
協
会
主
催
の
宇
津
木
妙
子
Ｃ

Ｕ
Ｐ
第
４
回
道
東
地
区
選
抜
野
球
弟
子

屈
大
会
が
９
月
23
日
に
、
町
営
球
場
と
弟

子
屈
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。大
会
に
は
、
道
東
地

区
選
抜
８
チ
ー
ム
１
２
０

人
が
参
加
。１
回
戦
終
了
後

に
は
、
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
に
よ
る
野
球
教
室

も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
悪
天
候
に
よ

り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ

２
０
１
７「
陸
上
教
室
」

▼
日
時
／
11
月
25
日
㈯　

13
時
〜
16
時

▼
場
所
／
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー

▼ 

内
容
／
走
り
方
や
ス
ト
レ
ッ
チ
ン

グ
、体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

▼ 

講
師
／
ラ
ル・ア
ス
リ
ー
ト
ク
ラ
ブ　

馬
場 

友
也 

氏

▼
対
象
／
町
民
の
方

▼
参
加
料
／
無
料

▼
申
し
込
み
締
め
切
り
／
11
月
17
日
㈮

❑ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
／
町
教
育

委
員
会
社
会
教
育
課
体
育
振
興
係
☎

４
８
２
‐
２
９
４
８（
課
直
通
）ま
で
。

弟
子
屈
ク
ッ
シ
ー
ズ
が
準
優
勝

　

９
月
16
・
17
日
に

深
川
市
で
開
催
さ
れ

た
第
28
回
ふ
か
が
わ

カ
ッ
プ
全
道
小
学
生

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝

大
会
で
準
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
。
弟
子
屈

ク
ッ
シ
ー
ズ
は
、
釧
路
管
内
10
チ
ー
ム
が

出
場
し
た
第
19
回
本
部
長
杯
争
奪
管
内

小
学
生
大
会
で
優
勝
。11
月
に
は
、
釧
路

町
と
の
合
同
チ
ー
ム
で
深
川
市
で
開
催

さ
れ
る
第
15
回
北
海
道
少
年
団
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
交
流
大
会
の
釧
路
管
内
代
表
と

し
て
出
場
し
ま
す
。団
員
が
少
な
い
中
の

快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

喜ぶ弟子屈クッシーズの選手たち

23　広報てしかが 2017.1123　広報てしかが 2017.11

　

10
月
１
日
に
毎
年
開
催
し
て
い
る
弟

子
屈
町
と
白
糠
町
の
子
ど
も
達
の
交
流

事
業
「
海
の
子
山
の
子
ふ
る
さ
と
交
流
」

が
開
催
さ
れ
、
町
か
ら
は
10
人
が
参
加
。

今
年
は
白
糠

町
を
会
場
に

刺
網
漁
体
験

を
行
い
、さ
ま

ざ
ま
な
海
の

魚
と
触
れ
合

い
ま
し
た
。

広報てしかが 2017.11　22

③ 

料
理
講
座「
手
づ
く
り
ク
リ
ス
マ
ス
の

ご
提
案
」

　

家
で
も
簡
単
に
で
き
る
ス
ウ
イ
ー
ツ

と
チ
キ
ン
を
使
っ
た
料
理
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

▼ 

日
時
／
11
月
28
日
㈫　

13
時
〜
15
時

30
分

▼ 

場
所
／
川
湯
ふ
る
さ
と
館

▼ 

講
師
／
森
の
ホ
ー
ル　

武
山
ま
き
子

さ
ん　

田
中
志
保
さ
ん

▼
参
加
料
／
１
５
０
０
円
程
度

▼
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾

▼ 

定
員
／
12
人

※ 

定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

▼
申
込
締
切
日
／
11
月
20
日
㈪

❑
①
②
③
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先
／
町
公
民
館
☎
４
８
２
‐
２
３
４
０
ま

で
。

「生きがい講座」で学んでいます
　

皆
さ
ん
の
知
っ
て
い
る
懐
か
し
い
曲

を
一
緒
に
歌
い
ま
せ
ん
か
。

▼ 

日
時
／
11
月
30
日
㈭　

10
時
〜
11
時

30
分

▼ 

場
所
／
町
公
民
館　

２
階
講
堂

▼ 

講
師
／
更
科
俊
一
郎
氏

▼ 

申
込
締
切
日
／
11
月
28
日
㈫

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
町
公
民
館
☎
４
８

　

２
‐
２
３
４
０
ま
で
。

楽
し
か
っ
た
ね

　
　
　

海
の
子
山
の
子
交
流

　

第
５
回
公
民
館
ミ
ニ
コ
ン

サ
ー
ト
が
10
月
14
日
、町
公
民
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。今
回
は
美
留

和
フ
ラ
ダ
ン
ス
同
好
会（
渡
邉
久

美
代
表
）、役
場
合
唱
団（
吉
備
津

民
夫
代
表
）
の
皆
さ
ん
の
ほ
か
、

特
別
ゲ
ス

ト
と
し
て

弟
子
屈
中

学
校
（
佐

藤
敬
喜
校

長
）
文
化

祭
「
学
級

合
唱
」
入

賞
ク
ラ
ス

の
皆
さ
ん

が
出
演
。

　

美
留
和
フ
ラ
ダ
ン
ス
同
好
会
の
皆
さ

ん
は
「
フ
ラ
ガ
ー
ル
〜
虹
を
〜
」
な
ど
華

麗
な
踊
り
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

弟
子
屈
中
学
校
２
年
Ａ
組
、
３
年
Ａ

組
、
Ｂ
組
の
皆
さ
ん
は
、
息
ぴ
っ
た
り
の

素
晴
ら
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
聴
か
せ
て

く
れ
ま
し
た
。最
後
に
昨
年
11
月
か
ら
本

格
的
に
活
動

し
て
い
る
役

場
合
唱
団
の

皆
さ
ん
に
よ

る
混
声
３
部

合
唱
を
熱
唱

し
、
観
客
の

皆
さ
ん
と
一

体
に
な
っ
た

コ
ン
サ
ー
ト

に
な
り
ま
し

た
。

第５回 公民館ミニコンサート

息ぴったりの弟中の合唱

刺網漁を体験

美留和フラダンス同好会の皆さん



町の話題

町の話題

町の話題

町の話題
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８
月
８
日
に
名
称
変
更
と
な
っ
た
阿
寒

摩
周
国
立
公
園
。そ
の
記
念
式
典
が
10
月

３
日
、
德
永
哲
雄
町
長
が
会
長
を
務
め
る

阿
寒
摩
周
国
立
公
園
広
域
観
光
協
議
会
主

催
で
、
摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
町
内
外
か
ら
約
４
３
０
人
が

来
場
。来
賓
で
招
か
れ
た
武
部
新
環
境
大

臣
政
務
官
は
あ
い
さ
つ
で
同
公
園
が
環
境

省
が
推
進
す
る
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
８
つ
の
地
域
の
う
ち
の
ひ
と
つ
に

選
ば
れ
た
こ
と
に
触
れ「
高
い
質
を
保
て

る
よ
う
、
利
用
者
の
立
場
に
立
ち
一
層
磨

き
を
か
け
て
い
く
。世
界
水
準
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
パ
ー
ク
を
目
指
し
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
連
携
し
て
進
め
て
い
き
た
い
」と
あ
い

さ
つ
し
ま
し
た
。

　
『
国
立
公
園
満
喫
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
阿

寒
摩
周
国
立
公
園
』を
テ
ー
マ
に
、東
京
都

市
大
学
特
別
教
授
涌
井
史
郎
氏
に
よ
る
基

調
講
演
で
は
、
欧
米
諸
国
と
違
い

人
々
の
暮
ら
し
と
共
に
あ
る
日
本

の
国
立
公
園
を
ど
う
世
界
水
準
に

引
き
上
げ
る
か
な
ど
が
ス
ラ
イ
ド

資
料
と
共
に
わ
か
り
や
す
く
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。続
い
て
『
こ
れ
か
ら

の
阿
寒
摩
周
国
立
公
園
を
考
え

る
』を
テ
ー
マ
に
、
本
町
ま
ち
づ
く

り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
山
田
桂
一
郎

氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
迎
え

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
式
典
の
最
後
に
は
ア

イ
ヌ
詩
曲
舞
踊
団
モ
シ
リ
に
よ
る

記
念
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

世界水準を目指して
阿寒摩周国立公園名称変更記念式典

公園域の11市町が主催

モシリによる記念公演（左）   各市町によるパネル展示（右）

　

北
海
道
維
持
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
弟
子
屈

道
路
事
務
所
安
全
連
絡
協
議
会
の
協
賛
で

９
月
20
日
、
第
２
回
街
頭
啓
発
旗
の
波
運

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。こ
の
日
は
15
社
か

ら
28
人
が
参
加
。摩
周
観
光
文
化
セ
ン
タ

ー
前
の
国
道
２
４
３
号
線
に
立
ち
、
安
全

旗
を
振
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
に
交
通
安

全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。終
了
後
、
同

協
議
会
は
道
の
駅
へ
移
動
し
、
台
風
で

歩
道
や
駐
車
場
に
散
っ
た
落
ち
葉
な

ど
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

弟
子
屈
町
交
通
安
全
運
動
推
進
協

議
会（
会
長
・
德
永
町
長
）主
催
の
旗
の

波
街
頭
啓
発
が
、
９
月
29
日
、
摩
周
観

光
文
化
セ
ン
タ
ー
前
の
国
道
２
４
３

号
線
で
行
わ
れ
ま
し
た
。同
運
動
期
間

に
合
わ
せ
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
。

　

弟
子
屈
町
交
通
安
全
協
会
や
女
性
ド
ラ

イ
バ
ー
ク
ラ
ブ
、自
治
会
、老
人
ク
ラ
ブ
な

ど
に
加
え
奥
春
別
小
学
校
（
小
原
正
寿
校

長
）か
ら
も
児
童
が
参
加
。約
90
人
が
安
全

旗
を
振
っ
て
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
た
ほ

か
、
同
校
児
童
が
啓
発
品
や
手
作
り
の
し

お
り
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

同
日
、
明
盛
建
設
㈱（
藤
田
利

道
代
表
取
締
役
）
の
皆
さ
ん
が
、

道
の
駅
第
２
駐
車
場
そ
ば
の
国

道
２
４
１
号
沿
い
で
街
頭
啓
発

を
実
施
。社
会
貢
献
活
動
と
し

て
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
期

間
に
合
わ
せ
て
毎
年
行
っ
て
い

ま
す
。約
30
人
が
参
加
し
、
ド
ラ

イ
バ
ー
に
安
全
運
転
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

交通安全に気を付けて
各地で旗の波運動

し
お
り
と
啓
発
品
を
手
渡
す
児
童

安全旗を手に安全運転をＰＲ

街
頭
に
立
ち
交
通
安
全
を
呼
び
か
け

　

町
で
は
木
育
へ
の
取
り

組
み
の
一
環
と
し
て
、
10

月
２
〜
７
日
に
木
育
週
間

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

木
育
は
北
海
道
生
ま
れ

の
取
り
組
み
で
、
子
ど
も

の
こ
ろ
か
ら
木
を
身
近
に

使
っ
て
い
く
こ
と
を
通
じ

て
、
人
と
木
や
森
と
の
関

わ
り
を
主
体
的
に
考
え
ら

れ
る
豊
か
な
心
を
育
む
活

動
。森
林
に
囲
ま
れ
共
生

し
て
き
た
本
町
に
と
っ
て

大
切
な
取
り
組
み
で
す
。

　

期
間
中
は
町
林
業
多
目

的
セ
ン
タ
ー
に
木
の
お
も

ち
ゃ
や
、
森
や
木
工
な
ど

に
関
す
る
本
な
ど
を
用
意
し
一
般
開
放
。

木
馬
や
木
の
シ
ー
ソ
ー
、
積
み
木
な
ど
に

訪
れ
た
親
子
連
れ
や
保
育
園
児
、
幼
稚
園

児
ら
が
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

７
日
に
は
北
海
道
認
定
木
育
マ
イ
ス
タ

ー
の
萩
原
寛
暢
さ
ん
を
は
じ
め
、
森
林
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
が
集
ま
り
、
小
学
生
を

対
象
と
し
た
木
育
プ
ロ
グ
ラ
ム「
木
に
学

ぼ
う
！
木
で
遊
ぼ
う
！
子
ど
も
木
育
デ

ー
」を
開
催
。16
人
が
参
加
し
、
午
前
中
は

池
の
湯
の
国
有
林
で
実
際
の
森
林
確
認
作

業
に
使
わ
れ
る
道
具
を
使
っ
て
目
標
物
を

見
つ
け
る
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
、
午
後
か

ら
は
林
業
多
目
的
セ
ン
タ
ー
に
移
動
し
、

樹
脂
を
使
っ
た
石
鹸
作
り
や
落
ち
葉
を
利

用
し
た
万
華
鏡
、
マ
イ
箸
作
り
な
ど
を
体

験
し
ま
し
た
。

森や木と親しむ６日間
2017弟子屈町木育週間

実際の作業道具を使って調査

創造力が養われる木のおもちゃでの遊び

ワイン用ブドウを収穫
「葡萄色の週末（エビイロウイークエンド）」を開催

　

本
町
産
の
ワ
イ
ン
「
葡

萄
色
の
旦
」
を
地
場
食
材

と
味
わ
う
「
葡
萄
色
の
週

末
（
エ
ビ
イ
ロ
ウ
イ
ー
ク

エ
ン
ド
）」が
10
月
６
〜
15

日
、
町
内
10
の
飲
食
店
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
ブ
ド
ウ
・
ブ
ド
ウ
酒

研
究
会（
会
長
・
德
永
町
長
）が
主
催
し
た

も
の
で
今
回
が
２
度
目
の
開
催
。今
年
は

参
加
店
が
昨
年
よ
り
３
店
舗
増
え
、
カ
フ

ェ
バ
ー
ル
C
O
V
O
、い
な
か
家
源
平
、屈

斜
路
ユ
ー
ス
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
わ
こ
っ
ち
カ

フ
ェ
、
カ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
ノ
ー
ブ
ル
、

f
o
o
d
＆
b
a
r
D
O
M
A
N
I
、
す

ず
め
食
堂
＆
バ
ル
、
旬
の
肴
と
う
ま
い
酒

も
っ
き
り
家
、
御
食
事
処
ぽ
っ
ぽ
亭
、

P
U
K
A 

P
U
K
A
、B
a
k
e
r
y
＆

c
a
f
e
m
i
r
i
y
a（
美
森
家
）の
10

店
舗
が
そ
れ
ぞ
れ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
限
定
メ

ニ
ュ
ー
を
昨
年
秋
に
収
穫
し
た
ブ
ド
ウ
で

醸
造
し
た
ワ
イ
ン
と
共
に
提
供
。多
く
の

人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

12
日
に
は
、
ワ
イ
ン
醸
造
用
の
ブ
ド
ウ

の
収
穫
が
町
民
農
園
と
町
内
協
力
農
家
で

一
斉
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
で
は
２
０
０
９
年
か
ら
ワ
イ
ン
用
ブ

ド
ウ
を
栽
培
し
て
お
り
、
現
在
は
町
内
で

約
１
４
０
０
本
の
苗
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。今
年
は
３
６
０
㌔
を
収
穫
。あ
い
に
く

の
天
気
と
な
り
ま
し
た
が
、
德
永
町
長
や

川
口
摩
周
湖
農
協
組
合
長
に
一
般
の
参
加

者
の
約
20
人
が
一
房
ず
つ
丁
寧
に
収
穫
し

ま
し
た
。

地場産食材を使った料理とともに

丁寧に収穫をする德永町長（左）と川口摩周湖農協組合長（右）
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　北海道小学校
バンドフェス
ティバルで全道
大会に出場した
弟子屈小学校吹
奏楽少年団の皆
さんが９月19
日、弟子屈町役

場を表敬訪問しました。９月10日に行われた第36回北海道
小学校バンドフェスティバル釧路地区予選において見事金
賞に輝き、９月23日に苫小牧市で開催された全道大会に出
場しました。全道大会では銅賞受賞。訪問時には教育長、副
町長とともに笑顔での記念撮影となりました。

北海道小学校バンドフェスティバル全道大会へ

弟子屈小学校吹奏楽少年団が表敬訪問
全
道
大
会
に
出
場
し
た
少
年
団
の
皆
さ
ん

９月19日

このページは皆さんからのこのページは皆さんからの

情報で作られています。情報で作られています。

どのような情報でもすぐにどのような情報でもすぐに

かけつけます。かけつけます。

お気軽にご連絡ください。お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課広報統計係☎４８２-２９１３（課直通）

　第４回かわゆ
しょうぼう開放日
が、弟子屈消防署川
湯支署・川湯消防団
の主催で９月23日、
川湯支署庁舎前で
開催されました。

　10月15日～31日までに実施される秋の火災予防運動に前
に、親しめる行事を通し防火意識を高めてもらうことを目
的に開催。町民など150人あまりが参加しました。当日は、秋
のさわやかな天気の中、はしご車への体験乗車、防火衣を着
て放水体験などが行われ、川湯小学校の児童による川湯ば
やしなども披露されました。

親しめる行事で防火意識を高揚

第４回かわゆしょうぼう開放日を開催
は
し
ご
車
に
体
験
乗
車

９月23日

地域の役に立ちたい

社会貢献いろいろ

　明盛建設㈱（藤田利道代表取締役）の皆さんが９

月20日、「みはらし台こども館」駐車場の路盤整備

を行いました。こども館を利用する皆さんに喜ん

でもらえればとの思いから行われたもので、駐車

場の砂利が車道に散乱しないよう、作業員５名で

再生路盤材を敷設しロードローラーで丁寧に転圧

しました。

　今井林業㈱（西村良雄代表取締役）の皆さんが10

月13日にはアイヌ民俗資料館、14日には川湯小学

校、21日にはてしかがの蔵周辺の倒木の危険のあ

る枯れ木の伐採を行いました。校舎、道路への倒木

などの危険があり、心配されていましたが、大型重

機などを使用し、危険な樹木はきれいに伐採されま

した。
　㈱佐々木建設（佐々木泰三代表取締役）、クニオカ

工業㈱（今誠代表取締役）、㈱上田組（上田光夫代表

取締役）の３社の皆さんが10月20日、町道美留和石

狩別線で支障木の伐採を行いました。地域に貢献し

たいとの思いからはじめられたもので、今年で３年

目。今年は10人が参加し、手際よく木を伐採してい

ました。
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　てしかが国際交流会
主催のトークシリーズ
が９月10日、川湯ふるさ
と館で開催されました。
　同会は多彩なゲスト
によるトークと各地の

食文化を楽しむトークシリーズを開催しています。
　今回のゲストは本町に外国語指導助手として着任してい
るアラン・ウィットマンさん。通訳は恵美子スパークスさ
ん。自身の生い立ちや、出身地であるアメリカ ミズーリ州の
気候・文化などについて日本との違いを交えながらトーク
を行いました。当日は40人が来場。アランさんのお話に皆さ
ん驚いたり、関心したりしながら聞き入っていました。

国際感覚に富んだ人材育成・地域づくりを目指して

第24回トークシリーズを開催
文
化
の
違
い
に
興
味
津
々

９月10日

　ふれあい祭り実行委員会
主催（原敏和実行委員長）
の第７回ふれあい祭りが９
月24日、町社会福祉老人セ
ンターで行われ、多くの来
場者でにぎわいました。

　障がいがあってもなくても、子どもでもお年寄りでも楽
しめるお祭り。今年もステージでの出し物やバザーコー
ナー、ゲームコーナーなどが用意され、餅つきで振る舞われ
たお汁粉や出店での軽食を味わったり、リコーダーやダン
ス、バトンのステージを鑑賞したりと皆さん思い思いに楽
しんでいました。お祭りの最後には、会場の誰でも参加でき
る手話コーラスも行われました。

出し物やバザーで誰でも楽しめる

第７回ふれあい祭りを開催
親
子
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
た
会
場

９月24日

　生活者の視点で創作を
している詩人に贈られる
更科源藏文学賞の贈呈式
が９月24日、更科源藏文
学資料館で行われまし
た。同賞は熊牛原野に生

まれた詩人・郷土史家・アイヌ文化研究家として活躍した更
科源藏の功績をたたえ平成15年に創設されたもの。
　今回は浜江順子さん（東京都）の詩集『密室の惑星へ』が受
賞。記念演奏も行われ、更科源藏作詞の校歌を川湯小学校・
和琴小学校・川湯中学校・弟子屈中学校の児童生徒が披露。
バリトン歌手の大久保光哉さんが６作品を独唱し、式の最
後には来場者全員でふるさとを合唱しました。

14年の歴史に幕

第８回 更科源藏文学賞贈呈式
受
賞
作
品
か
ら「
丘
と
兵
」を
朗
読

９月24日

川湯小学校での伐採作業

てしかがの蔵での伐採作業

成人式の会場が町公民館になります
　町成人式は例年摩周観光文化センターにて開催していましたが、今回より町公民館で開催します。お間違いのな
いようお願いします。対象者は、平成９年４月２日から平成10年４月１日に生まれた方です。
　町外に住民票を移されている方も参加できますので、参加を希望される方はご連絡ください。

▼開催日／平成30年１月７日㈰　 ▼会場／町公民館　 ▼日程／14時 受付　14時30分 式典開始

問い合わせ先／役場教育委員会社会教育課☎４８２‐２９４８（課直通）

しかが 蔵 伐採作業
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 　長年、人権擁護委員として活
動し、今年の６月に退任した朝
日英明さんと、同じく９月に退
任した小泉裕さんに、法務大臣
からの感謝状が贈られました。
　贈呈式は10月12日、役場で行
われ、釧路地方法務局の田湯人

権擁護課長から感謝状が手渡されました。
　朝日英明さんは昭和58年９月から平成29年６月までの11
期33年、小泉裕さんは平成23年４月から平成29年９月まで
の２期６年にわたり人権擁護委員として活躍。人権擁護活
動と人権思想の普及・高揚に功績があったとして、今回の贈
呈となりました。

長年の人権擁護活動に対する功績をたたえ

朝日英明さん、小泉裕さんへ法務大臣感謝状
左
か
ら
小
泉
さ
ん
、朝
日
さ
ん

10月12日

このページは皆さんからのこのページは皆さんからの

情報で作られています。情報で作られています。

どのような情報でもすぐにどのような情報でもすぐに

かけつけます。かけつけます。

お気軽にご連絡ください。お気軽にご連絡ください。

まちづくり政策課広報統計係☎４８２-２９１３（課直通）

　第９回摩周湖ばん馬
大会が摩周湖馬友の会
主催（近江屋茂会長）で
９月24日、摩周輓馬場で
開催されました。
　ばん馬文化の継承と
地域活性化を目的に毎

年開催されています。天気に恵まれなかったものの、多くの
来場者でにぎわいました。今年も道内各地からばん馬が集
まり、馬齢や重量別の階級に分かれて白熱のレースを展開。
また、中学生以下のお子さんによるポニーレースも行われ
たほか、ふれあいコーナーや抽選会などのイベントも用意
され、来場者の皆さんは思い思いに大会を楽しみました。

ばん馬の迫力に歓声が

摩周湖ばん馬大会を開催

９月24日

小
さ
な
体
で
力
強
い
手
綱
さ
ば
き

　公益社団法人北海道交
通安全推進委員会による
平成29年度飲酒運転根絶
キャラバンのセレモニー
が９月28日、役場前憩い
の広場で行われました。

　同委員会は８～10月の間キャラバン隊を編成し、道民の
飲酒運転根絶への意識向上を図るため、全道各地域を広報
テープを流しながら巡回し啓発活動を行っています。
　セレモニーでは、副町長があいさつで「秋の行楽シーズン
に加え、収穫・工事で大型車両も多い。地域一丸となって取
り組んでいきたい」と話し、加門清事務局次長から啓発品を
受け取りました。

飲酒運転をしない、させない、許さない

「飲酒運転根絶キャラバン」を実施
加
門
事
務
局
次
長（
右
）か
ら
啓
発
品
が

９月28日

　町では、７月28日
からおよそ２か月間
に渡り介護職員初任
者研修を実施しました。
　これは、介護職員
の人材育成の一環と
して行ったもので、

町内各事業所から６人の介護職員が参加しました。研修は、
講義や実技など、およそ100時間と通信添削３回。受講者の
中には、当直明けで臨む方もいました。
　閉講式では、全員に修了証が手渡され、有資格者となった
皆さんの良質な介護サービスの提供が期待されます。今後
は、高校生などの人材育成にも取り組んでいく予定です。

多くの知識を身に着け、サービスの向上を

介護職員初任者研修閉講式
笑
顔
で
修
了
証
を
受
け
取
る
受
講
者

９月29日

　川湯エコミュージアム
センターを運営している
屈斜路カルデラ自然ふれ
あい推進協議会（会長・德
永町長）を中心とした関係
機関の皆さんが10月５日、

摩周岳登山道の整備を行いました。
　登山道をより歩きやすくするため、毎年初夏と秋の２回
登山道入り口から頂上までの片道約7.2キロの区間で行われ
ています。４グループに分かれ摩周岳を登り、下山と同時に
前日に刈られていたササを登山道中央部に寄せ集めていき
ます。すれ違う登山者からは「歩きやすかった」「頑張ってく
ださい」など参加者を応援する声が聞かれました。

登山道の安全を保つために

摩周岳登山道で今年度２回目のササ刈り
手
分
け
し
て
懸
命
に
作
業

10月５日

　ＫＦＣ（屈斜路
フィッシングクラ
ブ・北林勉会長）の会
員30人が10月８日、
和琴半島で清掃活
動を行いました。
　同活動は今年で
３回目。屈斜路湖で

の釣りを愛する道内外の会員が各地から駆けつけ、湖畔の
流木やゴミなどの清掃活動を行いました。
　会員の皆さんは「屈斜路湖のために、釣り人である自分た
ちが、今後もできることをコツコツ行っていきたい」と話し
ていました。

10月８日

屈斜路湖のためにできることを

ＫＦＣが和琴半島で清掃活動
流
木
な
ど
を
丁
寧
に
撤
去
す
る
参
加
者

　釧路湿原・阿寒・摩周
シーニックバイウェイ
（桐木茂雄代表）が10月９
日にそららの森（弟子屈
飛行場跡地）で植樹祭をお
こないました。

　この取り組みはドライブ観光等で排出されるCO2を吸収
する「カーボン・オフセット」の森づくり活動の一環として
行っているもので、弟子屈ロータリークラブ（小澤慎司代表）
や一般の方など町内外から66人が参加。シラカバ・マカバ・
アカエゾマツなどの苗木を約200本植樹したあと、木育教室
でカッティングボードを作りました。小雨が降っている中、
参加者は協力し合いながら植樹作業を行っていました。

未来に繋がる森づくり

シーニックバイウェイが植樹祭を開催

10月９日

大
き
く
育
て
と
願
い
を
こ
め
て

　摩周フラワー
マスター協会
（渡邊昇会長）の
皆さんが10月11
日、役場庁舎前
花壇の花の植え
替えを行いまし
た。

　冬の到来を前に、春からこれまで花壇を彩り時期が終
わった花を取り除き、寒さに強いハボタンを植えました。耐
寒性に優れ、雪の中でも美しい色の葉を楽しめます。会員の
皆さんは手分けして丁寧に紫や白のハボタンを植えていま
した。

雪が降っても花を楽しんでほしい

フラワーマスター協会が花壇の花を入れ替え

10月11日

色
の
配
色
な
ど
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら

　老人クラブ泉喜楽会
（久保日出雄会長）の皆
さんが10月12日、警察
署員を講師に迎えて講
演会を開催しました。
　高齢者がターゲット

となりやすい特殊詐欺被害を未然に防ぐため、いざという
ときの対応などを学ぼうと開催されたもので、31人が参加。
講師は弟子屈警察署生活安全課の田村智警部補。「最近の新
しい犯罪手口」と題し、架空請求やオレオレ詐欺などの不審
電話への対応について寸劇での実演で説明。不審電話には
「いったん切って冷静になる」「家族・警察に相談する」ことが
大切との説明に、参加者の皆さんは熱心に聴き入っていました。

詐欺被害に遭わないように気をつけよう

泉喜楽会が警察署員を講師に講演会開催
寸
劇
を
熱
心
に
見
入
る
皆
さ
ん

10月12日

　川湯エコミュージアム
センターを拠点に活動を
行っている摩周・屈斜路
パークボランティア（金井
秀明会長）の皆さんが10月

14日、藻琴山登山道のロープ撤去を行いました。
　毎年、登山道のロープは土砂崩れが起きやすい場所や、希
少植物が群生している箇所などに立ち入らないよう注意を
促すため張られています。初夏に張られたロープを積雪前
の今の時期に撤去します。この日はとても天気が良く、山頂
では美しい景色を眺めることができました。いざ作業が始
まると皆さん集中して取り組んでいました。また、同時に支
障枝も一部撤去したため、登山道も歩きやすくなりました。

登山道も冬支度を

藻琴山登山道でロープの撤去作業

手
際
よ
く
丁
寧
に
作
業

10月14日

　食事について親子で
考える機会にと、10月17
日に美留和小学校（伊藤
賢次校長）で親子食育調
理実習が行われました。
　講師はホテルポール

スター札幌で総料理長を務める藤田伸幸シェフ。学校での
指導は初めてのこと。野菜の上手な切り方や種類・栄養素な
どを紹介しながら、朝食におすすめの野菜たっぷりのチャ
ウダーとスパニッシュオムレツの作り方を指導しました。
７人の児童と保護者・教員などを含め19人が参加。藤田シェ
フの包丁・フライパンさばきには歓声が上がり、それを見た
児童も一生懸命包丁を使い上手に調理しました。

一流シェフがプロの技を伝授

親子食育実習を開催｜美留和小学校

10月17日

藤
田
シ
ェ
フ
と
み
じ
ん
切
り
に
挑
戦
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informationinformation

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科

学
校
学
生
を
募
集

　

自
衛
官
候
補
生
と
、
平
成
30
年
４

月
採
用
の
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学

校
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

①
自
衛
官
候
補
生

▼ 

応
募
資
格
／
18
歳
以
上
27
歳
未
満

の
方

▼ 

受
付
期
間
／
随
時

▼ 

試
験
日
・
場
所
／
11
月
18
日
㈯
、12

月
９
日
㈯
・
釧
路
駐
屯
地

②
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒

▼ 

応
募
資
格
／
中
学
校
を
卒
業（
見
込

み
を
含
む
）し
た
17
歳
未
満
の
方

▼ 

受
付
期
間
／
11
月
１
日
㈬
〜
平
成

30
年
１
月
９
日
㈫

▼ 

試
験
日
・
場
所
／
平
成
30
年
１
月
20

日
㈯
・
道
東
経
済
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

※
推
薦
制
度
も
あ
り
ま
す
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
自
衛
隊
帯
広
地

方
協
力
本
部
釧
路
出
張
所
☎
０
１

　

５
４

１
０
５
３
ま
で
。

保
健
所
で
心
の
健
康
相

談
を
行
っ
て
い
ま
す

　

釧
路
保
健
所
で
は
、保
健
師
や
精
神

科
医
師
に
よ
る
心
の
健
康
相
談（
精
神

保
健
福
祉
相
談
）を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼ 

保
健
師
に
よ
る
相
談（
電
話
・
面
接
）

　
 

／
月
〜
金
曜
日
の
９
時
〜
17
時

▼ 
精
神
科
医
師
に
よ
る
相
談（
面
接
）

　

／
11
月
17
日
㈮　

14
時（
要
予
約
）

11月　アリーナ町民開放日
文化センターガイド

◎＝全面　　○＝半面　　休＝休館日
（時間帯は18:00～21:00です）

問い合わせ先
釧路圏摩周観光文化センター　☎482-1811

日

日
区 

分

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 13 14 15

18 20 21 22 24 25 26 27 28 29

月 火 土金木 月 火日金木 水

土木 日 月 水火 日 月 水火土金木 木金
19

◎
区 

分
日水 水

16 17 23 30
休

休 ◎

休 休

休○休◎

土

10月７日現在の予定ですので、町民開放利用を希望する方は、
文化センターにあらかじめお問い合わせください。

▼
場
所
／
釧
路
保
健
所

❑ 

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
保

健
所
健
康
支
援
係
☎
０
１
５
４


５
８
２
５（
代
表
）ま
で
。

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０

番
を
開
催

　

司
法
書
士
に
よ
る
労
働
に
関
す
る

無
料
相
談
会
「
２
０
１
７
全
国
一
斉

労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番
」が
行
わ
れ

ま
す
。過
重
労
働
や
違
法
な
賃
金
・
残

業
代
の
未
払
い
・
突
然
の
解
雇
・
派
遣

契
約
の
解
除
な
ど
に
対
す
る
ア
ド
バ

イ
ス
、
情
報
提
供
を
行
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼ 

日
時
／
11
月
26
日
㈰　

10
時
〜
17
時

▼ 

電
話
番
号
／
☎
０
１
２
０
‐
６
１
０

‐
７
８
７（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

▼ 

相
談
料
／
無
料　

秘
密
は
厳
守
し

釧路地区中学生シングルソフトテニス選手権大会

今月の主な行事予定
５日
11日

摩周丘幼稚園お遊ぎ会
天満 敦子バイオリンコンサート

12日
Ｇ’ＧＲＡＳＳ201715日

ジュニアアスリート教室
バトントワラー23日

19日 弟子屈町民卓球大会

ニュースポーツ交流会25日
バトントワラー26日
アイランドバトンクラブ

道
東
自
動
車
道
移
動
パ

ネ
ル
展
を
開
催

　

道
東
自
動
車
道
の
建
設
状
況
や
整

備
効
果
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
く
た
め
、
移
動
パ
ネ
ル
展

を
開
催
し
ま
す
。

▼ 

期
日
／
11
月
18
日
㈯
〜
11
月
30
日

㈭（
祝
日
は
除
く
）

▼ 

場
所
／
町
公
民
館

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
役
場
ま
ち
づ
く

り
政
策
課
政
策
調
整
係
☎
４
８
２

‐
２
９
１
３（
課
直
通
）ま
で
。

ま
す
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
釧
路
青
年
司
法

書
士
協
議
会
☎
０
１
５
６


　

２
１
９
８
ま
で
。

電
気
メ
ー
タ
ー
に
は
有

効
期
限
が
あ
り
ま
す

　

取
引
や
証
明
に
使
用
さ
れ
て
い
る

電
気
メ
ー
タ
ー
は
検
定
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
有
効
期
限
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。有
効
期
限
は
、電
気
メ
ー
タ

ー
に
付
さ
れ
た
ラ
ベ
ル
や
検
定
票
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。ラ
ベ
ル
や
検

定
票
が
な
い
も
の
や
有
効
期
限
が
切

れ
た
電
気
メ
ー
タ
ー
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
。

❑ 

問
い
合
わ
せ
先
／
日
本
電
気
計
器

検
定
所
北
海
道
支
社
☎
０
１
１
‐

６
６
８
‐
２
４
３
７
ま
た
は
北
海
道

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
環

境
部
電
気
事
業
課
☎
０
１
１
‐

　

７
０
９
‐
２
１
９
８
ま
で
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
職
域
か
く

し
芸
大
会
を
開
催

▼ 

日
時
／
11
月
12
日
㈰　

10
時
開
場

　

11
時
開
演

▼ 

場
所
／
町
社
会
老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ル

▼ 

入
場
料
／
５
０
０
円

❑
問
い
合
わ
せ
・
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
い

先
／
横
田
☎
４
８
２
‐
３
４
２
４（
川

湯
）金
澤
☎
４
８
２
‐
３
７
８
５
ま
で
。

 今月の休館日
　（６、７、12、13、
　 14、20、21、26
   27、28日）

10時～17時（水・木・金・土・日）

 小・中・高校生／無料

一般／540円（税込み）
毎月第２・４土曜日は
無料開放日！

☎４８３４８３‐２０７２２０７２
1111月

開館時間館時間休館日館日

利用料用料

がんばれ水泳教室（25メートル泳げる成人）

　◇日時／１、３、⑧、10、⑮、17、、24､ 日

14時～14時45分

※○は送迎バスあり（13時05分　公民館前発）

水中運動教室（一般成人）

　◇日時／②、９、11、⑯、18、、25､ 日

14時～14時45分

※○は送迎バスあり（13時05分　公民館前発）

水中ジョギング教室（一般成人）

　◇日時／１、８、15、22､ 29日　10時30分～11時15分

ナイト水中ジョギング教室（一般成人）

　◇日時／10、17、24日　　　　　　　19時～19時45分

幼児・小学生父母教室（幼児・小学生教室参加の保護者）

　◇日時／18、19、25日　　　　　　　10時30分～正午

幼児水泳教室（幼児３～５歳）

　◇日時／19日　　　　　　　　　 10時30分～11時15分

小学生水泳教室（初めて水泳を習う小学生）

　◇日時／18、25日　　　　　　　 10時30分～11時15分

フリー教室（町内在住の65歳未満の方）

　◇日時／２、３、９、10、16、17、23､ 24､ 30日 

                                            10時～正午

       ／５、19日                         13時～15時

選手コース（摩周スイミングスクール所属）

　◇日時／ １、２、３、４、５、８、９、10、15､ 16､

17、18、19、22、23、24、25、29､ 30日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 15時～17時

※ 上記はあくまでも各教室のお
知らせです。一般の方も、ぜ
ひ、お気軽にプールをご利用
ください。

（広告）

一般社団法人　ゆっくりん
弟子屈町高栄２丁目３-36　☎486-7711

　畑のお手伝い、雪かき、料理、掃除、窓ふき、家の
補修などもします！

▼１時間×３人体制～　料金 2,000 円～
　（作業内容・人数によって料金がかわります）

寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た

❑
読
売
新
聞
北
海
道
支
社

　
　

支
社
長　

依
田　

裕
彦　

様

　

▼
新
聞
閲
覧
台　

４
台

　

「
読
売
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」の
一

　
　

環
と
し
て
児
童
生
徒
が
新
聞
に
触

　
　

れ
る
機
会
を
増
や
す
た
め
。

❑
熊
谷　

忍　

様

　

▼
現
金　

10
万
円

　


亡
義
母（
熊
谷
は
つ
江
）が
生
前
町

　
　

に
お
世
話
に
な
っ
た
お
礼
と
し
て

　
　

町
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し
い
。

❑
ふ
る
さ
と
納
税　

15
件

　

▼
現
金　

合
計
12
万
５
千
円

まずはらくちん屋 にご相談ください！

生活で困った時、ちょっとした助けがほしい時

さんぽ　話し相手　お買い物の代行　ゴミだし・分別など
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公募対象住宅一覧表
月額住宅料建設年度 規　模 戸　数 備　考団　地　名　・　構　造

入居者を募集します町 宅住営

　今月の町税などの納期限は次のとおりで
す。納め忘れのないようにしましょう。
▶固定資産税４期　　　　　　11月30日㈭
▶国民健康保険税６期　　　　11月30日㈭
▶後期高齢者医療保険料６期　11月30日㈭

　日中、仕事などで役場に
来られない方々のために、
次の日程で『夜間納税窓口』
を開設します。
　ぜひ、ご利用ください。
▶開設日／11月22日㈬
▶開設時間／午後８時まで
▶開設場所／役場庁舎・川湯支所
❑ 問い合わせ先／役場税務課
　☎４８２‐２９１４（課直通）まで。

　役場では、次の期間で町営住宅入居者を募集します。入居者は、条件を備えている方から、困窮度などに応じて
決定します。
▶受付期間／11月１日㈬～11月８日㈬（土・日曜日、祝日を除く）
▶受付窓口／役場建設課管理係・川湯支所
▶入居時期／12月上旬～中旬の予定
▶入居敷金／住宅料（月額）の３倍の額
※ 入居要件、入居基準など、詳しくはお問い合わせください。
※ 入居しようとする方、同居しようとする親族などが暴力団員である場合は、入居が認められません。

10,000～14,900円Ｓ53 ３ＤＫ １南弟子屈団地（簡易耐火平屋） 57.0㎡（４軒長屋）

食育調理実習食育調理実習をを開催開催
　血糖値が高めの方にお勧めの調理実習を開催しま
す。

▼日時／11月30日㈭　13時～15時

▼場所／社会老人福祉センター　調理実習室

▼  内容／ 血糖値を上げないためのちょっとした工夫
の料理

▼参加費／１人300円

▼持ち物／エプロン、三角巾

▼定員／12人（先着順）

▼申し込み締め切り／11月28日㈫
❑ 申し込み・問い合わせ先／役場健康推進課健康推進
係☎４８２‐２９３５（課直通）まで。

出張年金相談所を開設します！
★主催／釧路年金事務所
★日時／12月１日㈮　 10時30分～14時（受け付けは13時30分まで　★場所／町公民館
★予約受け付け／11月24日㈮まで（完全予約制）
❑予約・問い合わせ先／☎０１５４６０００（直通）
　※ 年金相談の予約をするためには、基礎年金番号をご確認の上、釧路年金事務所へご連絡
ください。後日、予約確認・添付書類などについてご連絡します。

（広告）

北洋銀行
弟子屈支店

弟子屈町高栄１丁目４番12号　

☎（015）482-2107
（担当　渋谷）

▼内容　窓口、後方事務全般、その他

▼時給　810 円以上（別途賞与あり）

▼休日　土日祝（完全週休２日）

▼待遇　交通費規定、有給休暇、未経験者も歓迎（研修あり）

▼勤務　月 14日、17日、全営業日から選択

▼時間　9時～ 17時で実働５時間 30分程度（応相談）

注１　※印の団地は、管理費が毎月200～3,000円程度かかります。（団地によって異なります）
注２　場合によっては募集内容を変更することがありますので、あらかじめご了承願います。
注３　各部屋の照明や給湯器、暖房器具などは、入居される方が必要に応じて用意することになりますので、あらかじめご了承願います。

問い合わせ先／役場建設課管理係☎４８２‐２９４１（課直通）

26,000～38,700円Ｈ７ ３ＬＤＫ １※泉団地（中層耐火３階建） 79.1㎡（３階）
26,800～39,900円Ｈ９ ３ＬＤＫ １※泉団地（中層耐火３階建） 79.1㎡（３階）
23,500～35,000円Ｈ28 ２ＬＤＫ １※泉ヶ丘団地（木造平屋） 68.3㎡（４軒長屋）
5,300～7,900円Ｓ47 ２ＤＫ １川湯駅前団地（簡易耐火平屋） 37.1㎡（４軒長屋）
13,100～19,600円Ｓ58 ３ＤＫ １川湯駅前団地（簡易耐火平屋） 63.7㎡（４軒長屋）

「知って安心！最新福祉用具情報（家族介護者教室）」を開催します
　自宅や地域での自分らしい生活には、健やかな身体、気の合う仲間だけでなく、福祉用具の賢い利用も必要です。
講師として「身近に福祉用具を広める会」から若林努作業療法士をお招きして、生活を豊かにする福祉用具につい
て実演します。

▼日時／12月２日㈯　10時～11時30分

▼場所／町公民館　講堂

▼講師／作業療法士　若林　努 氏

▼  対象者／福祉用具について知りたい方、介護に関
心のある方、介護している方

▼申込／不要
❑ 申し込み・問い合わせ先／役場健康推進課包括支援係
　☎４８２‐２９３５（課直通）まで。

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
て
し
か
が
10
月
号
の「
カ
メ
ラ
ス
ケ
ッ
チ
」（
25
ペ
ー
ジ
）の「
北
海
道
が
企
業
研
修
を
実
施
」の
記
事
の
中

で
、㈱
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド
代
表
者
の
お
名
前
を
誤
っ
て
紹
介
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
、た
い
へ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。心
よ
り
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

正
し
く
は
、次
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　
　

㈱
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド（
加
賀
見
俊
夫
代
表
取
締
役
会
長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
）
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正しい１１９番通報のかけ方
　11月９日は「119番の日」です。消火活動や救急･救助活動は119番通報からはじまります。皆さんからの的確な通報が不可
欠ですので、いざというときに慌てないため119番通報に大切なポイントをまとめましたので参考にしてください。

大
おお

浦
うら

　実
み

來
く

 ちゃん

１　まずはじめに
　　「火事」か「救急」かをはっきり伝えましょう。
２　場　所
　　住所は正しく詳しく！古い住所名では分かりません。近くの目標となる建物も大切な情報です。
３　今の状況
　　「何がどうした」のか？火事や急病人の状況を伝えましょう。
　　・火事の場合･･･何(住宅？お店？)の、どこ(１階？２階？)が燃えているのか。逃げ遅れやけが人はいないか。
　　・救急の場合･･･だれが、どのような症状なのか。（意識がない・出血している・ケイレンしている・ろれつが回
　　 らない等）※患者さんの状態によっては通報の段階でドクターヘリを要請します。
４　通報者の氏名電話番号
　　詳しい情報を収集するため折り返しお電話する場合がありますので、お名前と今掛けている電話番号又は直
　　ぐにつながる携帯電話番号を伝えて下さい。

日 月 火 水 木 金 土

１２３４

５６７８９ 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30
■問い合わせ先／問い合わせ先／健健  康康 健康推進課☎482-2935  健康推進課☎482-2935  町町 民 民 環境生活課☎482-2934  環境生活課☎482-2934  税税務務 税務課☎482-2914  税務課☎482-2914  開開 放 放 おひさま保育園☎482-2444おひさま保育園☎482-2444    子子 育 育 子育て支援センター「ひなたぼっこ」☎482-5667子育て支援センター「ひなたぼっこ」☎482-5667

勤労感謝の日

文化の日

子子 育 育 母親講座「ママの母親講座「ママの
　リフレッシュディ」　リフレッシュディ」
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30）　／14:00～16:30）
　【要事前申し込み】　【要事前申し込み】
町町 民 民 行政相談（公民館・行政相談（公民館・
  13:00～15:00  13:00～15:00））

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

開開 放 放 保育園開放「遊ん保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保　保育園／川湯保
　育園・9:00～）　育園・9:00～）
健健
  康康 乳児・１歳半児・４乳児・１歳半児・４
　歳半児健診（福祉　歳半児健診（福祉
　センター・9:15～）　センター・9:15～）
健健
  康康 フッ素塗布（福祉フッ素塗布（福祉
　センター・10:00～）　センター・10:00～）

子子 育 育 親子遊び「川湯駅親子遊び「川湯駅
　前に集まれ」（川湯　前に集まれ」（川湯
　駅前・10:00～　駅前・10:00～
  11:30）  11:30）
　【要事前申し込み】 　【要事前申し込み】 
　雨天時／川湯駅　雨天時／川湯駅
　前交流センター　前交流センター
　午後の開放なし　午後の開放なし
健健
  康康 フッ素塗布（川湯フッ素塗布（川湯
　保育園・10:00～）　保育園・10:00～）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～１歳｣　 「午前０～１歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30）　／14:00～16:30）
健健
  康康 健康相談（役場・健康相談（役場・
　10:00～16:00）　10:00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役母子手帳交付（役
　場・10:00～16:00）　場・10:00～16:00）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前２～３歳｣　 「午前２～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前２～３歳｣　 「午前２～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前２～３歳｣　 「午前２～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

開開 放 放 保育園開放「遊ん保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保　保育園／川湯保
　育園・9:00～）　育園・9:00～）
子子 育 育 ひなたぼっこ移動ひなたぼっこ移動
　開放「０～３歳｣（川　開放「０～３歳｣（川
　湯ふるさと館・9:　湯ふるさと館・9:
  30～11:30）  30～11:30）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

開開 放 放 保育園開放「遊ん保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保　保育園／川湯保
　育園・9:00～）　育園・9:00～）
健健
  康康 ベビーマッサージベビーマッサージ
　教室（子育て支援　教室（子育て支援
　センター・13:00　センター・13:00
　～14:30）　～14:30）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～１歳｣　 「午前０～１歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30）　／14:00～16:30）
健健
  康康 健康相談（役場・健康相談（役場・
　10:00～16:00）　10:00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役母子手帳交付（役
　場・10:00～16:00)　場・10:00～16:00)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～１歳｣　 「午前０～１歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30）　／14:00～16:30）
健健
  康康 健康相談（役場・健康相談（役場・
　10:00～16:00）　10:00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役母子手帳交付（役
　場・10:00～16:00)　場・10:00～16:00)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～１歳｣　 「午前０～１歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30）　／14:00～16:30）
健健
  康康 健康相談（役場・健康相談（役場・
　10:00～16:00）　10:00～16:00）
健健
  康康 母子手帳交付（役母子手帳交付（役
　場・10:00～16:00)　場・10:00～16:00)

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前２～３歳｣　 「午前２～３歳｣
　（子育て支援セン　（子育て支援セン
　ター・9:30～11:30　ター・9:30～11:30
　／14:00～16:30)　／14:00～16:30)

子子 育 育 母親講座「ゆるっ母親講座「ゆるっ
　と体を動かそう③」　と体を動かそう③」
　【事前申し込み必　【事前申し込み必
　要】(福祉センター　要】(福祉センター
　　10:00～11:30／10:00～11:30／
  14:00～16:30）  14:00～16:30）
税税 務 務 固定資産税４期、国固定資産税４期、国
　民健康保険税６期、　民健康保険税６期、
　後期高齢者医療保　後期高齢者医療保
　険料６期納期限　険料６期納期限

開開 放 放 保育園開放「遊ん保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保　保育園／川湯保
　育園・9:00～）　育園・9:00～）
子子 育 育 ひなたぼっこ移動ひなたぼっこ移動
　開放「０～３歳｣（川　開放「０～３歳｣（川
　湯ふるさと館・9:　湯ふるさと館・9:
  30～11:30）  30～11:30）
税税 務 務 夜間納税窓口開設夜間納税窓口開設
　（役場／川湯支所・　（役場／川湯支所・
  20:00まで）  20:00まで）

子子 育 育 ひなたぼっこ開放ひなたぼっこ開放
　 「午前０～３歳｣　 「午前０～３歳｣
（子育て支援セ（子育て支援セ
ン タ ー・9:30～ン タ ー・9:30～
11:30／ 14:00～11:30／ 14:00～
16:3016:30））

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)

開開 放 放 保育園開放「遊ん保育園開放「遊ん
　Ｄａｙ」（おひさま　Ｄａｙ」（おひさま
　保育園／川湯保　保育園／川湯保
　育園・9:00～）　育園・9:00～）

催催 し し おはなしはらっぱおはなしはらっぱ
　（図書館・13:00～　（図書館・13:00～
   13:30)   13:30)

  ……記号の見方…………記号の見方……
健健
  康康 ～健診や子育て相～健診や子育て相
　　 談など　　 談など

町町 民 民 ～行政相談、人権～行政相談、人権
　　 相談　　 相談
開開 放 放 ～保育園開放など～保育園開放など
子子 育 育 ～子育て支援セン～子育て支援セン
　　 ター開放など　　 ター開放など
税税務務 ～税の納期など～税の納期など
催催 し し ～イベント､その他～イベント､その他
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３
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）

●
世
帯
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４
１
世
帯（　
　
　

 

13
）

　

江
上 

円ま
ど

椛か

ち
ゃ
ん 

女 

（
真
一
）仁
多

　

下
谷 

翔し
ょ
う

雅ま

ち
ゃ
ん 
男 
（
誠
）川
湯
温
泉
５

　

梅
沢 

和か
ず

真ま

ち
ゃ
ん 

男 
（
晶
雄
）湯
の
島
１

　

小
見
山
幸
男
さ
ん（
80
歳
）仁
多

　

橋
村
ト
ヨ
ミ
さ
ん（
91
歳
）鈴
蘭
５

　

早
勢　

蔦
子
さ
ん（
95
歳
）字
屈
斜
路

　

青
木

三
郎
さ
ん（
74
歳
）高
栄
２

　

井
上　

正
男
さ
ん（
87
歳
）鈴
蘭
１

　

磯
田
ナ
ツ
子
さ
ん（
89
歳
）美
留
和
原
野

　

浅
野
ハ
ナ
子
さ
ん（
78
歳
）奥
春
別
原
野

　

篠
𠩤　

ヨ
シ
さ
ん（
93
歳
）泉
２

▼
先
日
、弟
子
屈
町
産
ワ
イ
ン「
葡
萄
色

の
旦
」
を
エ
ビ
イ
ロ
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド

で
飲
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。昨
年
は

参
加
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
念
願
の
一

杯
。地
元
の
ブ
ド
ウ
だ
と
い
う
こ
と
で
、

本
当
に
お
い
し
く
感
じ
ま
し
た
。い
っ

し
ょ
に
食
べ
た
地
元
産
の
料
理
も
非
常

に
お
い
し
く
、
早
く
来
年
に
な
ら
な
い

か
と
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。（
鶴
田
）

▼
10
月
に
入
っ
て
か
ら
と
い
う
も
の
、

す
っ
か
り
寒
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。弟
子
屈
の
冬
は
初
体
験
。札
幌
よ
り

も
寒
い
と
聞
い
て
新
し
く
毛
布
を
買
お

う
か
、
も
っ
と
暖
か
い
コ
ー
ト
が
あ
っ

た
方
が
い
い
の
か
、
冬
道
の
運
転
も
お

っ
か
な
い
…
と
悩
ん
で
い
ま
す
。と
り

あ
え
ず
先
日
小
さ
な
電
気
ス
ト
ー
ブ
を

購
入
。早
く
も
活
躍
中
で
す
。（
山
本
）

●

編
集
後
記
●

人
の
う
ご
き

人
の
う
ご
き

お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

※ お誕生、お悔やみは、9/1～9/30に弟子屈町に届け出をされた方のうち、掲載を希望された方のみ掲
載しています。弟子屈町以外に届け出をされた方で掲載を希望される方は、役場環境生活課町民係
までご連絡ください。

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

武
たけ

山
やま

　奈
な

那
な

 ちゃん

　いざというときは、局番なしの１１９番！


